
上
天草

人と海のふれあうまち

〇フォトリポート
　天草パールラインマラソン大会
〇平成30年度 施政方針・当初予算
〇市長室なう P14
〇生涯学習・図書館だより P16
〇健康ガイド P18
〇病院だより P20
〇まちのわだい P21
〇お知らせ P26

〇フォトリポート
　天草パールラインマラソン大会
〇平成30年度 施政方針・当初予算
〇市長室なう P14
〇生涯学習・図書館だより P16
〇健康ガイド P18
〇病院だより P20
〇まちのわだい P21
〇お知らせ P26

４月
１日
天草
四郎
ミュ
ージ
アム

　　
　　
　リ
ニュ
ーア
ルO
PEN

！
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３
月
11
日
（
日
）、
ベ
ス
ト
ア
メ
ニ

テ
ィ
第
46
回
天
草
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
国
内
外

か
ら
４
２
８
３
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参

加
し
、ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、10
㌔
、４
・

２
㌔
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
春
の
上

天
草
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

健
康
マ
ラ
ソ
ン
と
し
て
誕
生
し
て

以
来
、
長
年
親
し
ま
れ
て
き
た
「
遅

い
あ
な
た
が
主
役
で
す
」
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
ど
お
り
、
ラ
ン
ナ
ー
た

ち
は
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
ま
し
た
。
４
・
２
㌔
コ
ー

ス
に
設
け
ら
れ
た
仮
装
の
部
に
は
個

人
の
部
に
60
人
、
団
体
の
部
に
８
団

体
が
参
加
。
一
昨
年
か
ら
設
け
ら
れ

た
こ
の
コ
ー
ス
に
参
加
す
る
人
た
ち

の
衣
装
は
年
々
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
く

な
っ
て
お
り
、
大
会
を
盛
大
に
盛
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
コ
ー

ス
の
沿
道
に
は
選
手
た
ち
を
応
援
す

る
た
め
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く

の
人
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。
事
前

準
備
か
ら
大
会
当
日
の
受
付
や
各

コ
ー
ス
の
給
水
所
な
ど
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
加
え
、
大
矢
野
中
や

上
天
草
高
校
の
生
徒
が
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
携
わ
り
、
大
会
運
営
の
大
き
な

力
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
様
子
を
撮
影
し
た
写
真
や

動
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
３
ペ
ー

ジ
下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

遅いあなたが主役です遅いあなたが主役です

1・15_ オリジナルの楽器で応援　2・8・11_ 近所の子どもや高校生の声援が力に　3_ 金栗さんのシューズ　4_ 海上
から大漁旗がエールを送ります　5・9_ 家族で参加　6・13_ 橋の上を走るのが魅力の一つ　7_10㌔コーススタート　
10_ 毎年参加の熊本走ろう会の皆さん。ゲストの山田たかおさんとパチリ　12_ 熊本地震から 2年　14_ スタッフの皆
さん、ありがとう

広報紙の写真が動き出す⁉

＼帰ってこいよ
～／

１　スマートフォンで専用アプリ (「Aurasuma」
　または「HP Reveal」) をインストールします。
２　専用アプリを起動し、アカウントを取得（メー
　ルアドレス、ユーザー名、パスワードを入力す
　るのみ）します。
３　「上天草市」を検索し、フォローします。
４　画面下の　　をタップし、「AR」のマークがあ

　る写真をかざすと動画を見ることができます。
※登録や視聴の詳しい方法については、市ホーム
　ページをご覧ください。
■問合せ先
　総務課秘書広報係
　☎ 0964(26)5525

市ホームページQRコード▶

　　　　　個性豊かな参加者が大集結‼

そ
だ
ね
〜

シ
ャ
キ
ー
ン

１２

３

４

５６

７

８９10

11121314

15
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平
成
30
年
度
は
、
新
市
誕
生
15
年
目
と

な
り
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
え
、
そ

し
て
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
の
最
終
年

度
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
35
年
度
を
目
標
年
度
と
す

る
第
2
次
総
合
計
画
（
前
期
）
の
最
終
年

度
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
経
済
の
再

生
を
目
指
す
と
と
も
に
、
市
民
の
安
心
安

全
や
暮
ら
し
や
す
さ
の
充
実
並
び
に
地
域

防
災
力
の
強
化
を
一
層
図
る
た
め
、
各
施

策
や
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

平
成
30
年
度
当
初
予
算
は
、
普
通
交
付

税
の
合
併
算
定
替
え
が
段
階
的
に
縮
減
さ

れ
る
最
終
年
度
と
な
り
、
交
付
額
の
更
な

る
減
額
が
見
込
ま
れ
る
中
、
予
算
編
成
を

通
し
て
も
行
財
政
改
革
を
徹
底
す
る
観
点

か
ら
義
務
的
経
費
等
を
除
く
一
般
行
政
経

費
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の
一
般
財
源
所

要
額
の
90
％
を
要
求
上
限
と
し
、
全
て
の

部
局
に
お
い
て
、
創
意
工
夫
に
よ
る
歳
出

削
減
と
歳
入
確
保
に
向
け
た
見
直
し
を

行
っ
た
結
果
、
生
み
出
さ
れ
た
財
源
な

ど
を
活
用
し
て
「
観
光
需
要
と
観
光
消
費

を
拡
大
す
る
事
業
」、「
農
林
水
産
物
の
生

産
・
加
工
商
品
開
発
・
販
売
を
促
進
す
る

事
業
」、「
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
し
や
す

い
ま
ち
を
つ
く
る
事
業
」、「
安
定
し
た
魅

力
あ
る
雇
用
を
創
出
す
る
事
業
」、「
災
害

に
強
い
地
域
づ
く
り
、
市
民
の
防
犯
・
防

災
意
識
の
向
上
を
図
る
事
業
」、「
合
併
後

に
お
け
る
課
題
を
解
決
す
る
事
業
」
な
ど

に
優
先
的
に
予
算
を
配
分
し
、
こ
れ
ま
で

の
行
革
努
力
で
築
い
て
き
た
健
全
な
財
政

運
営
の
堅
持
と
合
併
15
年
目
の
節
目
の
年

を
念
頭
に
残
さ
れ
た
課
題
に
積
極
的
か
つ

集
中
的
に
取
り
組
む
メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た

予
算
編
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
務
企
画
部
門

　

平
成
30
年
度
の
組
織
改
正
に
つ
い
て
、

市
が
抱
え
る
政
策
課
題
に
取
り
組
む
た
め

の
最
適
な
組
織
体
制
の
形
成
を
目
指
し
、

組
織
間
の
業
務
量
の
平
準
化
・
効
率
化
な

ど
を
図
る
た
め
、
所
属
の
新
設
、
統
廃
合

お
よ
び
名
称
変
更
、
事
務
の
移
管
な
ど
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
面
に
お
い
て
、
昨
年
は
、
九
州
北

部
豪
雨
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
の
発
生

に
加
え
、
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル

の
発
射
に
よ
る
脅
威
が
顕
在
化
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
市
に
お
い

て
は
、
防
災
訓
練
の
実
施
、
国
・
県
と
共

同
で
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
想
定
し
た
住
民
避

難
訓
練
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
平

成
30
年
度
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
、
災

害
対
策
本
部
の
図
上
訓
練
、
総
合
防
災
訓

練
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
に

実
施
設
計
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成

30
年
度
に
龍
ヶ
岳
地
区
、
平
成
31
年
度
に

大
矢
野
地
区
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
防
災
無
線
の
難
聴
地
域
を
可
能

な
限
り
解
消
し
、
災
害
時
の
情
報
な
ど
市

民
へ
迅
速
か
つ
確
実
な
伝
達
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
組
織
率
が
１
０
０
％
に
達
し

た
自
主
防
災
組
織
に
お
い
て
は
、
引
き
続

き
、
訓
練
等
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

入
札
契
約
制
度
に
お
い
て
は
、
契
約
事

務
手
続
き
の
透
明
性
を
一
層
高
め
な
が
ら
、

公
平
性
、
競
争
性
お
よ
び
適
正
な
履
行
確

保
を
図
り
、
談
合
そ
の
他
の
不
正
行
為
の

排
除
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た

施
政
方
針

財
源
の
中
で
最
適
な
公
共
調
達
を
行
う
観

点
か
ら
コ
ス
ト
縮
減
や
品
質
確
保
に
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

入
札
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
諸
法
令

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
徹
底
し
、
公
正

か
つ
自
由
な
競
争
を
確
保
し
つ
つ
、
地
場

企
業
の
受
注
機
会
の
確
保
お
よ
び
経
営
安

定
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

公
共
施
設
な
ど
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
く
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
施
設
総
量
の
減
量
化
に
よ
る
財
政
負

担
の
軽
減
、
平
準
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

平
成
26
年
3
月
に
策
定
さ
れ
た
第
2
次

総
合
計
画
（
10
箇
年
計
画
）
に
基
づ
き
、

市
の
将
来
像「
人
と
海
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
民
間
・
地
域

団
体
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
、
各
種
施
策

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
前
期
基
本
計
画
が
平
成
30
年
度
末

に
5
年
目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度

は
、
平
成
31
年
度
か
ら
35
年
度
ま
で
5
年

間
の
「
後
期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

後
期
基
本
計
画
は
、
総
合
計
画
の
基
本

構
想
の
も
と
、
社
会
情
勢
の
変
化
を
反
映

し
な
が
ら
前
期
計
画
に
基
づ
く
各
種
施
策

の
進
捗
状
況
や
成
果
、
課
題
な
ど
を
踏
ま

え
た
戦
略
的
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
実
施

計
画
と
し
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
取
組
み
が
本
格
的
に
始

ま
っ
た
平
成
27
年
度
か
ら
3
年
が
経
過
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
千
巌
山
・
前
島
地
区
総
合

開
発
、
松
島
総
合
運
動
公
園
の
改
修
と

い
っ
た
ハ
ー
ド
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
本
市
へ
の
人
の
流
れ
や
、
安
定
し
た

魅
力
あ
る
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
の
ソ
フ

ト
事
業
と
し
て
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
、6
次
産
業
化
支
援
、ヘ
ル
ス
＆
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、
湯
島
の
地
域
づ

く
り
な
ど
、
国
の
地
方
創
生
関
連
交
付
金

を
活
用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
2
年
目
、
3
年
目
と

な
る
推
進
交
付
金
事
業
を
着
実
に
実
施
す

る
と
と
も
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
松
島

総
合
運
動
公
園
を
活
用
し
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
・
大
会
誘
致
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
に
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
「
千
巌
山
・
前
島
地
区
総
合
開
発
」
は
、

来
年
度
の
事
業
完
了
を
目
指
し
、
観
光
交

流
活
性
化
施
設
や
展
望
台
の
整
備
を
引
き

続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
観

光
資
源
を
基
に
本
市
へ
の
観
光
客
増
加
さ

ら
に
は
、
そ
の
効
果
を
市
内
全
域
に
波
及

さ
せ
、
本
市
の
更
な
る
飛
躍
に
つ
な
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

樋
合
地
区
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
つ
い
て

は
、
文
化
財
保
護
法
や
自
然
公
園
法
な
ど

の
関
係
法
令
等
に
基
づ
く
必
要
な
手
続
き

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
30
年
度
に
は

リ
ゾ
ー
ト
開
発
そ
し
て
、
住
民
の
生
活
交

通
や
防
災
等
の
観
点
か
ら
樋
合
西
側
の
市

道
未
整
備
区
間
の
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

物
産
館
や
温
泉
施
設
、
公
共
施
設
等
が

集
ま
る
宮
津
地
区
に
つ
い
て
は
、
上
天
草

市
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
観
光
拠

点
化
を
図
る
エ
リ
ア
と
位
置
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
平
成
30
年
5
月
の
熊
本
天
草

幹
線
道
路
に
お
け
る
三
角
大
矢
野
道
路

（
三
角
〜
大
矢
野
間
の
3.7
㎞
）
開
通
後
の

延
伸
ル
ー
ト
等
の
検
討
状
況
な
ど
を
見
な

が
ら
、
ま
ず
は
行
政
内
レ
ベ
ル
で
当
地
区

の
将
来
構
想
の
検
討
に
着
手
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

八
代
天
草
架
橋
建
設
構
想
に
つ
い
て

は
、来
年
度
、県
南
の
関
係
自
治
体
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
八
代
天
草
架
橋
建
設
促
進

期
成
会
に
お
い
て
、
架
橋
建
設
が
も
た
ら

す
観
光
や
物
流
、
防
災
面
な
ど
の
効
果
を

ま
と
め
た
構
想
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
そ
の
構
想
を
基
に
架
橋
の
必
要
性

を
国
等
へ
強
く
発
信
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

市
と
し
て
も
架
橋
構
想
の
推
進
に
向
け

て
担
当
者
を
置
く
こ
と
と
し
て
お
り
関
係

自
治
体
、
民
間
期
成
会
等
と
密
に
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、
啓
発
普
及
活
動
や
国
等

に
対
す
る
要
望
活
動
を
強
化
し
て
ま
い
り

ま
す
。経

済
振
興
部
門

　

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
第

2
次
総
合
計
画
で
最
重
点
戦
略
項
目
に
位

置
付
け
て
お
り
、
国
・
県
の
補
助
金
を
活

用
し
た
生
産
基
盤
の
強
化
や
6
次
産
業
化

の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
業
の
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、
新

規
就
農
者
の
確
保
や
地
域
の
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
新
品

種
や
新
た
な
生
産
技
術
の
導
入
に
向
け
た

各
種
農
業
者
団
体
へ
の
研
修
な
ど
に
よ
る

担
い
手
の
確
保
お
よ
び
育
成
に
努
め
ま

す
。

　

耕
地
関
係
に
つ
い
て
は
、
大
矢
野
町
京

の
島
地
区
の
基
盤
整
備
事
業
は
、
平
成
29

年
度
に
国
へ
の
事
業
申
請
お
よ
び
法
手
続

き
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
度

に
基
盤
整
備
工
事
に
取
り
掛
か
る
た
め
の

詳
細
設
計
、
換
地
計
画
の
策
定
な
ど
に
取

り
組
み
、
平
成
35
年
度
の
事
業
完
了
を
目

指
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
元
猟

友
会
と
の
連
携
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
用

箱
わ
な
の
設
置
、
捕
獲
隊
に
よ
る
駆
除
の

強
化
お
よ
び
侵
入
防
止
対
策
と
し
て
の
電

柵
設
置
助
成
等
に
よ
る
防
除
を
進
め
ま

す
。

　

水
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
水
産
資
源
の

減
少
や
漁
業
者
の
高
齢
化
に
伴
う
漁
獲
の

減
少
対
策
と
し
て
、
漁
協
等
関
係
団
体
と

連
携
し
て
、
魚
介
類
の
産
卵
・
生
育
の
場

と
な
る
藻
場
再
生
事
業
の
実
施
や
車
エ

ビ
、
鯛
な
ど
の
種
苗
放
流
の
ほ
か
、
市
内

小
中
学
生
を
対
象
に
魚
食
普
及
に
向
け
た

お
魚
料
理
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
た
車
エ

ビ
養
殖
場
跡
で
の
ア
サ
リ
の
養
殖
の
実
証

実
験
に
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
漁
港
施
設
の
機
能
保
全
に
つ

い
て
は
、
漁
港
の
長
寿
命
化
計
画
を
策
定

し
、
老
朽
化
が
著
し
い
牟
田
漁
港
防
波
堤

の
修
繕
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
港
湾
施
設
等
の
適
正
な
管

理
を
行
う
た
め
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
を
活
用
し
て
、
上
天
草
港
内
の
海
岸

施
設
の
点
検
を
行
い
、
長
寿
命
化
計
画
を
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作
成
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
は
12
月
末
で
既
に
前
年
度
を

上
回
る
寄
附
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
お
い
て
も
、
応
援
寄
附

金
の
使
途
の
明
示
や
魅
力
あ
る
返
礼
品
を

拡
充
す
る
と
と
も
に
更
に
効
果
的
な
ｐ
Ｒ

に
取
り
組
み
、
安
定
的
な
自
主
財
源
の
確

保
に
結
び
付
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

6
次
産
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
た
取
組

み
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

民
間
事
業
者
向
け
の
「
販
売
促
進
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
研
修
事
業
」
や
商
品
の
販
売
先

拡
充
に
取
り
組
む
ほ
か
、平
成
30
年
度
は
、

商
品
開
発
か
ら
販
売
促
進
の
強
化
に
軸
足

を
移
し
た
事
業
展
開
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

商
工
振
興
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
5

月
に
熊
本
天
草
幹
線
道
路
に
お
け
る
三
角

大
矢
野
道
路
の
開
通
を
契
機
に
宇
城
市
と

の
連
携
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
相
互
の
地
域
活
性
化

を
図
る
と
と
も
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

や
開
通
記
念
物
産
展
な
ど
市
独
自
の
事
業

に
も
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
市
内
経
済
の

活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

海
運
業
に
つ
い
て
は
、
担
い
手
不
足
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

管
内
小
中
高
校
に
お
い
て
海
運
業
の
魅
力

や
果
た
す
役
割
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
管
内
各
海
運
事
業
者
の
新
規

船
員
雇
用
に
係
る
補
助
金
を
活
用
し
た
新

規
船
員
の
雇
用
促
進
を
図
り
、
担
い
手
不

足
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　

観
光
産
業
に
つ
い
て
は
、
市
の
基
幹
産

業
と
し
て
の
発
展
を
図
る
べ
く
、
引
き
続

き
、
積
極
的
に
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
急
増

し
て
い
る
外
国
人
観
光
客
を
上
天
草
市
に

取
り
込
む
た
め
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動

画
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
充
実
さ
せ
、
海
外
で
の

上
天
草
市
の
認
知
度
を
高
め
る
取
組
み
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
的
な
口
コ
ミ
サ
イ
ト
で
あ

る
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
日
本
観
光

振
興
協
会
の
協
定
事
業
の
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
地
域
と
し
て
、
本
市
が
選
定
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
今
後
、
市
内
の
施
設
登
録
数

の
増
加
と
口
コ
ミ
数
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
活

用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
力
を
入
れ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

天
草
四
郎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
展
示
史
料

の
充
実
や
平
成
30
年
度
に
想
定
さ
れ
る

「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

関
連
遺
産
群
」
の
世
界
遺
産
登
録
を
契
機

に
天
草
四
郎
と
キ
リ
シ
タ
ン
の
情
報
発
信

拠
点
施
設
と
し
て
本
格
的
な
集
客
対
策
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

建
設
部
門

　

安
心
安
全
で
住
み
よ
い
社
会
実
現
の
た

め
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用

し
、
道
路
整
備
や
橋
梁
整
備
さ
ら
に
は
舗

装
補
修
事
業
等
の
取
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
30
年
5
月
に
三
角
大
矢
野

道
路
区
間
が
供
用
開
始
さ
れ
ま
す
。
本
市

に
お
け
る
次
の
整
備
区
間
に
つ
き
ま
し
て

は
、
事
業
主
体
で
あ
る
熊
本
県
と
協
議
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
一
般
国

道
や
県
道
の
改
良
事
業
に
つ
き
ま
し
て

も
、
要
望
活
動
等
を
積
極
的
に
行
い
早
期

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

橋
梁
補
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
27

年
度
に
着
工
し
た
樋
島
大
橋
の
大
規
模
修

繕
補
助
事
業
の
工
事
が
、
平
成
30
年
度
で

完
了
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
重
点
事
業
と

し
て
取
組
み
を
強
化
し
た
市
道
の
舗
装
改

修
、
安
全
施
設
の
更
新
に
つ
き
ま
し
て
も

鋭
意
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
環
境
の
保
全
お
よ
び
公
衆
衛
生
の

向
上
に
向
け
、
家
庭
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ

る
、
し
尿
お
よ
び
雑
排
水
の
適
正
な
処
理

を
図
る
事
業
と
し
て
、
公
共
下
水
道
事
業

お
よ
び
合
併
浄
化
槽
設
置
事
業
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
供
用

開
始
か
ら
26
年
が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
下
水
道
施

設
お
よ
び
設
備
の
効
率
的
な
改
修
と
地
震

な
ど
の
災
害
対
策
を
考
慮
し
た
中
長
期
的

な
計
画
を
策
定
し
、
適
切
な
管
理
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
事
業
に
お
い
て
は
、
事
業
促
進

を
図
る
た
め
の
上
乗
せ
補
助
を
行
い
、
合

併
浄
化
槽
の
設
置
目
標
基
数
を
昨
年
度
よ

り
40
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
１
０
０
基
と
し
、

水
環
境
の
保
全
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
上
天
草
市
空

家
等
対
策
の
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
上
天

草
市
空
家
等
対
策
協
議
会
な
ど
と
連
携
お

よ
び
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
利
活
用
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
危
険
な
空
き
家
に

つ
い
て
は
、
必
要
な
措
置
を
行
い
安
心
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
営
住
宅
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
上

天
草
市
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
、
荒
木
団
地
の
外
壁
改
修
、
二
間
戸
団

地
の
屋
上
防
水
等
の
維
持
補
修
工
事
な
ど

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
な
ど
を
進
め
、
入
居
者
の
利
用

環
境
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
生
活
部
門

　

上
天
草
市
環
境
基
本
計
画
に
掲
げ
る

「
人
と
海
が
ふ
れ
あ
う 

環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち 

上
天
草
市
」
の
実
現
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
美
し
い
海
を
保
全
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
は
、
市
民
お
よ
び
事
業
者
と
連

携
し
、
市
民
の
環
境
に
対
す
る
理
解
や
意

識
を
高
め
、
海
岸
清
掃
等
の
環
境
保
全
活

動
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
ご
み
を
減
ら
し
、
資
源
の
循

環
型
社
会
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
は
、
ご
み
の
減
量
リ
デ
ュ
ー
ス
（
抑

制
）、ご
み
を
可
能
な
限
り
リ
ユ
ー
ス
（
再

使
用
）、
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）
の

3
Ｒ
運
動
を
推
進
し
、
適
正
か
つ
効
率
的

な
ご
み
処
理
体
制
の
整
備
に
努
め
る
と
と

も
に
、
レ
ジ
袋
削
減
推
進
運
動
お
よ
び
生

ご
み
処
理
機
購
入
費
補
助
事
業
も
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

上
天
草
市
立
斎
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、

供
用
開
始
か
ら
34
年
が
経
過
し
、
火
葬
炉

の
劣
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
火
葬
炉
の

全
面
改
修
を
行
い
、
施
設
の
効
率
性
を
高

め
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
施
行
か
ら
2
年

余
り
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
本
市
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
が
低
い
た

め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
な

ど
を
周
知
し
な
が
ら
制
度
の
普
及
促
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
民
票
、
戸
籍
等
の
証
明
書
の
交
付
、

各
種
申
請
書
等
の
受
付
な
ど
の
窓
口
業
務

に
つ
き
ま
し
て
は
、
業
務
の
一
部
を
民
間

に
委
託
し
、
迅
速
か
つ
親
切
・
丁
寧
な
事

務
処
理
に
務
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

課
題
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
今
後
も
市
民

目
線
に
立
ち
、
利
用
し
や
す
く
親
し
ま
れ

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

健
康
福
祉
部
門

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

「
上
天
草
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
の
基
本
理
念
で
あ
る
『
安
心
し
て

子
ど
も
を
生
み
育
て
、
子
ど
も
が
健
や
か

に
成
長
で
き
る
ま
ち
』
の
実
現
に
向
け
、

子
ど
も
や
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
環
境
や
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
引
き
続
き
各
事
業
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平

成
29
年
度
に
実
施
し
て
い
る
教
良
木
保
育

園
に
引
き
続
き
、
平
成
30
年
度
は
龍
ヶ
岳

地
区
保
育
園
の
新
築
事
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
私
立
保
育
所
の
整
備
に

つ
い
て
も
、
園
舎
建
て
替
え
の
施
設
整
備

に
対
す
る
助
成
を
行
い
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
整
備
の
た
め
、
保
育
施

設
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

障
が
い
福
祉
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

3
月
に
策
定
す
る
「
第
3
期
上
天
草
市
障

が
い
者
計
画
」
お
よ
び
「
第
5
期
上
天
草

市
障
が
い
福
祉
計
画
・
第
1
期
上
天
草
市

障
が
い
児
福
祉
計
画
」に
基
づ
き
、「
安
心
・

快
適
な
暮
ら
し
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け

た
施
策
等
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
も
、

平
成
30
年
3
月
に
策
定
す
る
「
第
3
期
上

天
草
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動

計
画
」
に
基
づ
き
、「
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
え
合
い
の
ま
ち

上
天
草
」
の
実
現
に
向
け
、
地
域
の
福
祉

課
題
の
解
決
に
資
す
る
取
組
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年
度
か
ら
新
た
な
事
業
と
し
て
、「
新
生

児
聴
覚
検
査
費
用
助
成
事
業
」
を
実
施
し

ま
す
。

　

こ
の
検
査
は
、
新
生
児
期
に
お
け
る
先

天
性
難
聴
の
早
期
発
見
・
早
期
療
育
を
目

的
と
す
る
も
の
で
、
聴
覚
検
査
に
係
る
費

用
に
つ
い
て
公
費
負
担
を
行
い
、
受
診
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

ス
パ
・
タ
ラ
ソ
天
草
に
つ
い
て
は
、
上

天
草
市
交
流
セ
ン
タ
ー
ス
パ
・
タ
ラ
ソ
天

草
将
来
構
想
検
討
委
員
会
か
ら
の
最
終
報

告
書
の
内
容
を
重
く
受
け
止
め
、
施
設
の

適
正
な
管
理
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
市

民
の
憩
い
と
健
康
増
進
施
設
と
し
て
引
き

続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
楽

し
く
遊
び
な
が
ら
健
康
づ
く
り
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
今
年
度
か
ら
地
方
創
生
推
進
交

付
金
を
活
用
し
て
実
施
し
て
い
る
複
合
型

ス
ポ
ー
ツ
＆
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
に

つ
い
て
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
証
を
行
い
、

引
き
続
き
、
ス
パ
・
タ
ラ
ソ
天
草
を
活
用

し
な
が
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
、国
は
、

「
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
を
施
行
し
、
平
成
30
年
度
か
ら

都
道
府
県
が
国
民
健
康
保
険
の
財
政
運
営

を
行
う
な
ど
、
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、市
町
村
に
お
い
て
は
、

医
療
費
適
正
化
、
国
民
健
康
保
険
税
の
収

納
、
予
防
・
健
康
づ
く
り
な
ど
の
役
割
が

ま
す
ま
す
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
特
定
健
診
の
受
診

率
も
低
く
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
も
県

平
均
よ
り
高
い
た
め
、
健
康
づ
く
り
や
疾

病
の
重
症
化
予
防
な
ど
更
な
る
医
療
費
適

正
化
に
向
け
た
取
組
み
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
制
度
改
正
に
よ
り
、
国

は
努
力
次
第
で
補
助
が
増
額
す
る
保
険
者

努
力
支
援
制
度
に
よ
る
補
助
金
交
付
を
創

設
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
維

持
・
増
進
と
併
せ
保
険
料
の
負
担
軽
減
に

も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
も
ご
理
解
と
ご
協
力
も
お
願
い
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

度
か
ら
32
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
「
上

天
草
市
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
第
7
期
介

護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
域
の

支
え
合
い
に
よ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
の
構
築
に
向
け
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
給

付
の
適
正
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
4
月
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が

よ
り
健
康
寿
命
を
持
続
で
き
る
よ
う
、
事

業
者
、
団
体
、
地
域
の
協
力
も
得
な
が
ら

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
や
事
業

展
開
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
か
よ
い
の

場
」
な
ど
住
民
主
体
の
介
護
予
防
活
動
へ

の
支
援
を
継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、「
認
知
症
へ
の
支
援
策
」と
し
て
、

従
来
の
取
組
み
に
加
え
、
新
た
に
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設
置
に
よ
る
早

期
発
見
・
早
期
対
応
の
体
制
を
構
築
し
、

医
療
、
介
護
、
地
域
住
民
等
の
支
援
体
制

を
整
え
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
支

援
す
る
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

老
朽
化
に
伴
う
大
矢
野
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
矢
野

町
宮
津
地
区
に
教
育
委
員
会
所
管
の
大
矢

野
森
記
念
図
書
館
と
の
複
合
施
設
と
し
て

一
体
的
に
整
備
し
、
施
設
利
用
の
相
乗
効

果
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
多
世

代
の
市
民
交
流
を
促
す
拠
点
と
な
る
よ

う
、
複
合
施
設
整
備
計
画
検
討
委
員
会
で

の
検
討
を
行
い
な
が
ら
事
業
推
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
部
門

　

教
育
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、「
ふ
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平成30年度

当
初
予
算

当
初
予
算

　

平
成
30
年
度
は
、
新
市
誕
生
15
年
目
と
な
り

普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
え
、
そ
し
て
合
併

特
例
債
の
発
行
期
限
の
最
終
年
度
と
い
う
大
き

な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
で
築
い
て
き
た
健

全
な
財
政
運
営
の
堅
持
と
合
併
15
年
目
の
節
目

の
年
を
念
頭
に
残
さ
れ
た
課
題
に
積
極
的
か
つ

集
中
的
に
取
り
組
む
メ
リ
ハ
リ
の
き
い
た
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算

総
額
は
１
８
９
億
１
１
５
６
万
５
千
円
と
な
り
、

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
12
・
３
％
、
20

億
６
，
４
３
５
万
８
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

増
額
の
理
由
と
し
て
は
、
合
併
特
例
債
の
発

行
期
限
を
念
頭
に
（
仮
称
）
大
矢
野
宮
津
地
区

複
合
施
設
整
備
事
業
、（
仮
称
）
龍
ヶ
岳
保
育
園

新
築
事
業
、
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備

事
業
な
ど
防
災
や
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
事
業

費
な
ど
を
計
上
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

重点化事業への優先的な予算配分
　平成 30年度に集中的に実施する６つの取組みを
重点施策として選定し、重点施策の推進のための事
業を重点化事業として位置付け、優先的に予算を配
分しました。
【重点化事業】
①　観光需要と観光消費を拡大する事業（最重点
戦略）
②　農林水産物の生産・加工商品開発・販売を促
進する事業（最重点戦略）
③　地域ぐるみで子育てしやすいまちをつくる事
業（重点戦略）
⇒①～③は、第２次総合計画の基本構想におい
て、最重点戦略および重点戦略として位置付
ける事業。

④　安定した魅力ある雇用を創出する事業
⇒まち・ひと・しごと総合戦略に掲げる取組み
の中で、評価指標（ＫＰＩ）の早期達成が急
務となっている「地場産業の強化支援による
雇用の場の確保」を推進する事業。

⑤　災害に強い地域づくり、市民の防犯・防災意
識の向上を図る事業
⑥　合併後における課題を解決する事業
⇒⑤、⑥は、熊本地震を契機に高まる防災への
取組みをはじめ、合併特例債発行期限の最終
年度である合併後 15年を迎えるにあたり、
本市におけるさまざまな諸問題の解決に向け
集中的に取り組む必要がある事業。

予算編成を通じた行財政改革の
一層の推進（マイナスシーリング方式）
　義務的経費等（人件費、扶助費、公債費、広域連
合等の負担金）を除いた「一般行政経費」について
は、一般財源所要額前年度比 10％削減とし、各部
局における自主的見直しを推進しました。

ふるさと応援基金、
地域振興基金等の積極的な活用
①　ふるさと応援基金
　平成 29年度のふるさと応援寄附金（ふるさと
納税）の額が４億円を超える見込みとなったこと
から、平成 30年度は、この基金を活用して新規
事業を中心に充当しました。
（H29年度：２億7,200万円  ⇒  H30年度：４億円）
②　地域振興基金
　合併特例債を財源として積み立て、合併後のま
ちづくり等のソフト事業に活用できる地域振興基
金について、対象事業の財源として活用を拡大し
ました。
（H29年度：２億円  ⇒  H30 年度：３億円）

■問合せ先
　財政課財政係　☎0964（26）5528

集
中
的
な
投
資
と
健
全
な

　

財
政
運
営
が
両
立
し
た
予
算
編
成

予算編成の
　　　ポイント

る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
未
来
を
切
り
拓

く
人
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、「
生
き
る
力

を
は
ぐ
く
む
学
校
教
育
の
充
実
」
と
「
学

び
を
支
え
る
教
育
環
境
の
充
実
」
を
大
き

な
2
本
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
生
き
る
力
を
育
む
推
進
事
業
」
で
は
、

2
年
間
の
研
究
指
定
校
を
指
定
し
、
取
組

み
を
行
う
と
と
も
に
、
教
職
員
に
対
す
る

研
修
指
導
や
校
内
研
修
等
に
よ
る
指
導

力
向
上
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

同
時
に
児
童
・
生
徒
の
確
か
な
学
力
の
育

成
と
健
康
で
安
全
な
生
活
の
で
き
る
資

質
や
能
力
の
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

併
せ
て
、「
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を

育
む
教
育
推
進
事
業
」
や
郷
土
学
習
な
ど

を
核
に
道
徳
教
育
及
び
人
権
教
育
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
の

「
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
学
校
教
育
」
の

実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

学
校
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
し
た
上
小
学
校
改
築
事
業
を
行
う
ほ

か
、
市
内
の
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
や
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
支
援
が
必
要
な
児
童
・
生
徒
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
不
登
校
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
お
よ
び
関
係
機
関
と
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
減

少
、
未
然
防
止
策
に
努
め
、
就
学
援
助
制

度
の
推
進
や
特
別
支
援
学
級
を
設
置
す

る
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
学
校
運
営
に
つ
い
て
は
、
学
校

運
営
協
議
会
制
度
を
全
て
の
学
校
に
導

入
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
の
協
働
連

携
に
よ
る
「
学
び
を
支
え
る
教
育
環
境
の

充
実
」
を
図
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
の

推
進
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
と
個
性
豊

か
な
地
域
文
化
の
振
興
を
柱
と
し
て
い

ま
す
。

　

生
涯
学
習
で
は
、
生
き
が
い
と
豊
か
な

心
を
持
て
る
よ
う
、
い
き
い
き
成
人
大
学

や
生
涯
学
習
発
表
会
の
開
催
、
国
際
文
化

体
験
活
動
事
業
、
人
権
教
育
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と

学
校
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、
地
域
全
体

で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
地
域

学
校
共
同
活
動
を
推
進
し
、
地
域
の
教
育

力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
学
習
支
援

と
し
て
地
域
未
来
塾
を
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

　

文
化
振
興
で
は
、
市
民
共
有
の
財
産
で

あ
る
伝
統
文
化
や
芸
術
文
化
の
継
承
活

動
を
支
援
し
、
文
化
財
の
適
正
な
保
全
活

動
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
市
史
編

さ
ん
事
業
で
は
、
い
よ
い
よ
大
詰
め
を
迎

え
、
平
成
31
年
度
の
発
刊
に
向
け
て
編
さ

ん
中
で
す
。
そ
し
て
、
次
世
代
に
継
承
す

る
環
境
の
整
備
や
文
化
財
な
ど
の
活
用

に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

市
民
が
安
心
・
安
全
に
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
め
る
機
会
を
提
供

し
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
学
校
部
活
動

等
の
競
技
力
向
上
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
大

会
や
合
宿
な
ど
の
誘
致
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー
ア
ロ
マ
の
ト

イ
レ
改
修
や
、
大
矢
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
の
基
本
設
計
を
行

う
な
ど
、
施
設
機
能
の
向
上
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
の
運
動
部
活
動
が
平
成

31
年
度
か
ら
社
会
体
育
で
の
活
動
と
な

る
た
め
、
引
き
続
き
関
係
者
の
皆
さ
ま
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
円
滑
な
社
会
体

育
へ
の
移
行
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。水

道
事
業

　

主
な
事
業
と
し
て
、
登
立
地
区
中
央
配

水
池
構
築
工
事
、
倉
江
浄
水
場
発
電
機
施

設
整
備
工
事
、
前
島
地
区
配
水
管
布
設
替

工
事
お
よ
び
市
内
の
老
朽
管
漏
水
対
策

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
上
水
道
施
設
等
デ
ー
タ
整
備
お

よ
び
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
併
せ
て

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
・
安
全
な

上
水
の
安
定
的
な
供
給
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
も
、
本
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
活

力
あ
る
地
域
社
会
と
し
て
発
展
し
、
市
民

の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
、
希
望
の
持
て
る
上
天
草
市
を
築
い
て

い
け
る
よ
う
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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平成 30年度一般会計予算

１89億1,156万5千円

・自主財源については、ふるさと応援寄附金および基金繰入金の増額により、対前年度比＋10億
5,167万円の45億813万円となりました。なお、基金（市の積立金）のうち、財政調整基金につい
ては、災害や大規模な事業などに備えて、毎年、決算剰途金の一部を計画的に積み立てています。
（基金現在高　平成28年 34億円 → 平成29年 38億円）
・依存財源については、市債の増額により、対前年度比＋10億1,269万円の144億343万円となりま
した。
・自主財源比率は23.8％、依存財源比率は76.2％となり、自主財源比率は対前年度比3.3％の改善と
なりました。

・（仮称）大矢野宮津地区複合施設整備事業や（仮称）龍ヶ岳保育園新築事業に伴う事業費の増など
により、民生費が対前年度比＋12億2,608万円の68億1,367万円となりました。
・市道永浦樋合２号線道路改良工事（社交金）の新規計上、樋島大橋補修工事、市道舗装工事等の事
業費の増などにより土木費が対前年度比＋４億581万円の12億2,602万円となりました。
・松島総合センターアロマメインアリーナ空調設備設置事業や松島総合運動公園陸上競技場人工芝整
備事業の完了に伴う事業費の減などにより、教育費が対前年度比△３億5,889万円の13億2,944万
円となりました。
・防災行政無線デジタル化整備事業の新規計上により、消防費が対前年度比＋３億1,662万円の９億
8,019万円となりました。

自主財源とは
市が自主的に収入できる財源のことです。

（地方税、分担金および負担金、使用料および手
数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金、諸収入）

平成 30年度の歳入（収入）における市税
予算額を市民一人あたりに置きなおすと

市民一人あたりの市税負担額
約８万円

平成 29年度の歳出（支出）予算額を市民
一人あたりに置きなおすと

市民一人あたりの歳出予算額
約68万円

依存財源とは
国や県から交付されたり、割り当てられ

たりする財源のことです。（地方譲与税、各種交
付金、地方交付税、国庫支出金、県支出金、市債）

平成30年度歳入（収入）の特徴

平成30年度歳出（支出）の特徴

市税
市民の皆さまが納める税金
22億 7,166 万円（12.0％）

市債
事業を行う際の財源の一部
として銀行などからの借り
入れ金
28億 1,010 万円（14.9％）

公債費
市債の元利償還金および一
時借入金利子を支払うため
の経費
25億 2,210 万円（13.3％）

その他
災害復旧費、諸支出金、予
備費
4億 1,745 万円（2.3％）

県支出金
県から使い道を決められて
交付される補助金等
13億 997万円（6.9％）

教育費
学校教育、生涯学習の充実、
文化・スポーツの振興など
の経費
13億 2,944 万円（7.0％）

議会費
議会運営の経費
1億 4,508 万円（0.8％）

国庫支出金
国から使い道を決められて
交付される補助金等
20億 8,817 万円（11.0％）

消防費
消防や火災予防、水防など
災害対策のための経費
9億 8,019 万円（5.2％）

総務費
庁舎や財産の維持管理、税
金の徴収、戸籍管理、選挙
などの経費
20億 1,336 万円（10.6％）

地方譲与税・各種交付金
国または県が一度集めた税
金を一定のルールに基づい
て地方に配分する交付金
6億 5,419 万円（3.5％）

土木費
道路、河川、港湾整備など
の経費
12億 2,602 万円（6.5％）

商工費
商工業や観光の振興などの
経費
9億 2,906 万円（4.9％）

農林水産業費
農林水産業の振興を図るた
めの支援や生産基盤整備な
どの経費
9億 465万円（4.8％）

民生費
障がい者や高齢者の福祉
サービス、子育て支援、保
育園、生活保護などの経費
68億 1,367 万円（36.0％）

衛生費
健康増進、疾病予防、環境
対策、ごみ処理などの経費
16億 3,055 万円（8.6％）

繰入金
基金（市の積立金）の取り
崩し
13億 8,879 万円（7.3％）

その他
分担金・負担金、使用料・
手数料、財産収入、諸収入
4億 9,739 万円（2.6％）

寄附金
ふるさと応援寄附金等
3億 5,030 万円（1.9％）

地方交付税
国から一定のルールに基づ
いて配分される交付金
75億 4,100 万円（39.9％）

自主財源
23.8%

依存財源
76.2%

市民税 ３．２万円
固定資産税 ３．８万円
軽自動車税 ０．３万円
市たばこ税 ０．７万円
入湯税 ０．１万円
合計 ８．１万円

議会費 ０．５万円
総務費 ７．２万円
民生費 ２４．４万円
衛生費 ５．８万円
農林水産業費 ３．２万円
商工費 ３．３万円

土木費 ４．４万円
消防費 ３．５万円
教育費 ４．８万円
公債費 ９．０万円
その他 １．５万円
合計 ６７．６万円

※平成 30年 1月 1日現在の人口 27,924 人で計算 ■問合せ先　財政課財政係　☎0964（26）5528

歳 入（収入）

歳 出（支出）
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平成 30 年度の主な事業

事業名 前島地区総合開発整備事業 事業名 千巌山地区総合開発整備事業

事業費 ４億８，３６２万円 事業費 ４，０３０万円

＜事業内容＞
基幹産業である観光産業の振興を図るため、前島地区
を観光需要拡大のための重点整備地域とし、新たな観
光客の動機づけとなる集客ゾーンとして整備を行いま
す。平成30年度は、観光交流拠点施設建築、市道改
良工事などを行います。

＜事業内容＞
千巌山地区において、国指定文化財、名勝として天
草五橋や松島の絶景が眺められる景勝地としてふさ
わしい整備を行い、観光客と地域住民との交流を促
進するため、観光のまちづくりを目指します。平成
30年度は、天草絶景展望台整備工事などを行います。

事業名 樋合リゾート開発事業 事業名 （仮称）大矢野宮津地区複合施設整備事業

事業費 ２億２，３８６万円 事業費 ７億２，０００万円

＜事業内容＞
樋合地区リゾート開発計画に基づく事業で、民間企
業の進出に伴う市有地の売却、市道および水道整備
などを行います。

＜事業内容＞
大矢野町の公共施設（森記念図書館、老人福祉セン
ター）の老朽化に伴い、宮津地区に複合施設の整備
を行います。

事業名 （仮称）龍ヶ岳保育園新築事業 事業名 教育環境の整備（エアコン設置）事業

事業費 ４億７，７４６万円 事業費 １，６９５万円

＜事業内容＞
龍ヶ岳地区公立保育園３園（高戸、大道、樋島）統
合に伴い（仮称）龍ヶ岳保育園新築工事を行います。

＜事業内容＞
市内小中学校の教育環境改善のため、空調設備を導
入します。平成 30年度は、市内中学校の空調設備
整備に係る実施設計を行います。

事業名 水産物供給基盤機能保全事業 事業名 防災行政無線デジタル化整備事業

事業費 ２億１６０万円 事業費 ３億３，７５０万円

＜事業内容＞
漁港施設の計画的な補修・改修や適切な機能保全（長
寿命化）対策を実施することで、施設の機能を回復・
保全し、安全・安心な利用を図ります。平成 30年
度は、牟田漁港１号防波堤機能保全工事などを行い
ます。

＜事業内容＞
アナログ運用している大矢野町および龍ヶ岳町の防
災行政無線について、アナログ無線設備の使用期限
を見据え、デジタル化の整備を行います。平成 30
年度に龍ヶ岳町、平成 31年度に大矢野町のデジタ
ル化を予定しています。

事業名 海運振興対策事業 事業名 市道舗装事業

事業費 １，０２３万円 事業費 １億３，５００万円

＜事業内容＞
基幹産業の一つである海運事業においては、船員の高
齢化が著しく、船員不足が懸念されるため、海運事業
の活性化に向けた支援策として、新たな船員の確保お
よび育成を行う事業に対して補助金を交付します。

＜事業内容＞
経年劣化により路面損傷が進んでいる市道の舗装工
事を行います。平成 29年度に引き続き事業費を拡
大した上で集中的に行います。

税金は決められた税額を納期限までに納めなければなりません！

平成 29年度の税金の納付はお済みですか？
　４月から平成 30年度がスタートし、来月以降、新たな税が発生しますが、平
成 29年度分の住民税、 固定資産税、国民健康保険税、軽自動車税について最終納
期限は過ぎていますので、今一度、納付をご確認いただきますようお願いします。
　納期限までに完納しないと延滞金が加算され、滞納額が大きくなるだけでなく、
財産を差押える場合があります。
　差押えできる財産として、主な例をあげると・・・

口座の残高（金融機関に照会
して、口座
情報を取得
します。）

預貯金（普通・定期）

差押禁止額を除いた金額（勤
務先に照会します。）

給　　与

解約返戻金（保険会社に照会
して、契約されている保険を
強制解約します。）

生命保険

所有している自動車（タイヤ
部分に道具を使って、使用で
きないようにします。）

自 動 車

電化製品、貴金属、骨董品な
どの換価価値のあるもの（家
宅捜索します。）

動　　産

所有している自宅や土地など

不 動 産

差押えについて、よく聞く話

　税は納期限内納付が大原則です。
滞納がある人には、催告書および
差押執行予告書を年に 3回程度送

付しています。また、督促状発送日（納期限
を経過後、20日以内に発送）から 10日を経
過したときは「差し押えなければならない」
と地方税法に明示してありますので、差押え
る前に通知などはしません。

　税金を滞納すると、国税徴
収法・地方税法に基づき財産

全てに対する調査権が発生します。この権
限により調査を受けた金融機関などの関係
機関は協力しなければなりません。なお、
財産調査は個人情報保護法に一切抵触しま
せん。（個人情報保護法第 16条）

納期限までに納付できない場合は、お早めにご相談ください。
■問合せ先　税務課管理・徴収係　☎0964（26）5523

いきなり差押えができ
るのか！？ヒドイ！

個人の財産を勝手に調べ
て、個人情報保護法に違反
しているのではないか？

差
押

差
押

差
押

差
押

差
押

差
押

■問合せ先　財政課財政係　☎0964（26）5528
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皆
さ
ま
ご
存
じ
の
こ
と
か
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
た
び
、
県
内
外
の
皆
さ
ま

に
親
し
ま
れ
て
き
た
「
天
草
四
郎
メ
モ

リ
ア
ル
ホ
ー
ル
」
が
４
月
１
日
か
ら
新

た
に
「
天
草
四
郎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
こ
の
名
称
の
変

更
と
合
わ
せ
て
、
館
内
の
展
示
に
つ
い

て
も
一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
こ
の
夏
、
天
草
の
﨑
津

集
落
が
「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」

に
登
録
さ
れ
る
こ
と

を
見
越
し
て
の
取
り

組
み
で
あ
り
、
天
草

の
北
の
玄
関
口
で
あ

る
と
い
う
地
の
利
を

活
か
し
、
多
く
の
観

光
客
が
、
天
草
は
も

と
よ
り
長
崎
市
や
五

島
列
島
を
含
め
た
世

界
遺
産
群
の
全
体
像

月刊

市長室

Now!
な う

を
学
ぶ
た
め
、
最
初
に
訪
れ
た
く
な
る

施
設
と
し
て
、
そ
の
機
能
を
強
化
し
た

も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
た
め
の
館
内
改
修
を
行
い
、
平

成
29
年
度
に
購
入
し
た
天
草
キ
リ
シ
タ

ン
に
関
す
る
史
料
を
展
示
す
る
と
と
も

に
、
２
階
の
瞑
想
空
間
を
活
用
し
、「
天

草
四
郎
」
や
「
島
原
・
天
草
一
揆
」
に

ち
な
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
催
事
を
行
う
こ

と
で
、
観
光
客
ば
か
り
で
な
く
、
地
域

の
皆
さ
ま
に
も
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
な
施
設
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け

入
れ
の
た
め
の
態
勢
を
整
え
る
と
と
も

に
、
他
の
関
係
施
設
と
連
携
す
る
こ
と

な
ど
で
、
天
草
の
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
を

国
内
の
み
な
ら
ず
、
世
界
中
へ
発
信
す

る
拠
点
的
施
設
と
位
置
づ
け
、
更
な
る

取
り
組
み
を
強
力
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

Monthly Publication

　現在、熊本県が自動車専用道路として整備を進
めている三角大矢野道路では、新しい橋がこの春
完成し、5月20日開通が予定されています。この
橋は、天草五橋の1号橋に並んで架かるもので上
天草市大矢野町と宇城市三角町を結びます。
　そこで、道路開通前に、上天草市と宇城市では、
連携して新しい橋を活用した様々なイベントを開
催します。

　　宇城上天草大綱引大会・その他イベント
　新しい橋の上で宇城市（200人）ＶＳ上天草市
（200人）の大綱引き真剣勝負!!
　その他、三角東港では、マルシェ・ステージ
イベント・打ち上げ花火を実施します。
■日　　程　平成30年5月13日（日）
　・大綱引大会
　　受　　付　午前10時～午前11時30分
　　競技開始　午後3時～
　　参加資格　中学生以上70歳まで
　　参加料金　500円
　　　　　　　※事前申し込みが必要です。
　　定　　員　200人
　・マルシェ（三角東港）
　　時　　間　午前10時30分～午後８時30分
　・ステージイベント（三角東港）
　　時　　間　午前10時～午後8時
　・打ち上げ花火
　　時　　間　午後8時～
■申込・問合せ先　市商工会☎0969（56）0244

　　宇城市・上天草市・JRウォーキング大会
　新しい橋を歩いて渡りませんか？
■日　　時　5月13日（日）
　　　　　　受付午前8時30分～午前11時
■コ ー ス　三角駅⇒三角大矢野道路（橋を渡
　　　　　　り折返し）⇒三角西港⇒船上クルー
　　　　　　ジング（有料）⇒三角東港　
■全　　長　11.5㎞
■受　　付　三角駅（事前申込不要）
■参加料金　無料
　　　　　　※船上クルージング代　500円
■問合せ先　産業政策課☎0964（26）5531

熊本天草幹線大矢野道路「大矢野バイパス」事業概要
　熊本天草幹線道路は、天草市の中心部と熊本都市圏を
結ぶ全長７０ｋｍの地域高規格道路であり、県内高速交通
ネットワークの横軸として、また天草地域と熊本都市圏と
の連結強化を目的に、国および県で重点的に整備を進め
ている道路です。
　熊本県では、平成18年度から熊本天草幹線道路の一部
として、自動車専用道路の大矢野バイパスを整備していま
す。　　　　　　　　　　　　　　（熊本県HPより抜粋）※各イベントのコースや内容など当日の天候などに

　より変更になる場合があります。
※上天草市では、今回のイベントの模様を、テレビ番組、テレビＣＭ、インターネット動画サイト、市ホームページ
などで公開します。肖像権などの権利についての苦情は一切お受けしかねます。

１

２

３

潜伏キリシタンを学ぶ
拠点的施設を目指して
～天草四郎ミュージアム～

歴史史料をチラ見せ！

■日時　４月21日（土）　午前10時～
■場所　天草四郎ミュージアム前広場
　　　　（雨天の場合は、エントランスホール）
■内容　リニューアルセレモニーのあと
　　　　新しい収蔵品の一般公開を開始します。
　　　　当日は、一般に無料開放を行いますので、
　　　　ぜひご来館ください。

天草四郎ミュージアム　リニューアル記念
～無料開放のご案内～

　キリスト教を象徴する十字形の
しるしで、最も重要な宗教的象徴。
イエスがはりつけられたさまざま
な十字架を収蔵。

　キリシタン信仰を禁じる法令を
民衆に周知するための掲示板で、
信仰者を通報したものに賞金を与
える旨の内容が書かれたものもある。

NEW  FACE

十字架

キリシタン禁制高札

～新たな取組み～
□数百点ある史料の定期的な入れ替え・展示
□瞑想空間を活用した催事の実施
　（花

はなわらべ

童や語
かた

り部
べ

の公演など）
□関連施設と連携した巡回展示の実施

■問合せ先
　観光おもてなし課　☎0964(26)5512

　　宇城市・上天草市サイクリングイベント
　開通直前の三角大矢野道路で素晴らしい景観
を楽しみながらサイクリングしよう！
■日　　時　5月12日（土）
　　　　　　受付午前10時～午前10時45分
　　　　　　※事前申し込みが必要です。
■コ ー ス　三角大矢野道路（大矢野町登立東
　　　　　　満をスタート⇒新しい橋を通り三
　　　　　　角町三角浦を折り返し⇒大矢野町
　　　　　　登立東満ゴール）
■全　　長　7.4㎞
■参加料金　1,000円（保険料・参加者特典含む）
■定　　員　200人
■問合せ先　観光おもてなし課☎0964（26）5512
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生涯学習

　　　　このページに関する問合せ先
　　　　社会教育課生涯学習係　☎0969（28）3361
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「輝き放つ」学びの成果を発表　「輝き放つ」学びの成果を発表　～生涯学習発表会開催～～生涯学習発表会開催～
　２月 24日に中央公民館主催の「上天草市生涯学習発表会」が松島総
合センター「アロマ」で開催されました。
　この発表会は、公民館講座としての生きがいづくりや生涯学習など活
動を行っている講座およびサークルなどが一堂に会し、日ごろの学習の
成果を発表するために開催したものです。
　展示の部では３団体が出品し、ステージの部では、９団体が日ごろの
成果を発表しました。
　発表会の締めくくりに「上天草市民の歌～ありがとう上天草～」を全
員で合唱し大きな歌声が会場内に響き渡りました。
　訪れた約 150 人の来場者は、色とりどりの展示作品に見入り、いき
いきとした発表に盛んな拍手を送っていました。
　今回、発表した団体をご紹介します。随時、参加者を募集中です！！

内容 団体名（代表者） 活動日 活動場所

詩吟 香雲堂吟詠会
（古田ミスヨ）

・毎週月曜日19:00～21:00
・毎週水曜日13:30～15:30 代表者宅ほか

コーラス さくらコール（田中道範） ・毎月第２木曜日13:30～15:00 姫戸老人福祉センター

三味線 津軽三味線 政洲会
（松本孝子） ・毎週火曜日13:00～17:00 代表者宅

社交ダンス 教養講座（草野清美） ・毎週日曜日20:00～22:00 自休村

社交ダンス 大矢野スパローズ
（田川光子） ・毎週水曜日20:00～22:00 登立公民館

フラダンス パールシェルフラクラブ
（永目恵美子） ・毎週火曜日19:30～21:00 自休村

フラダンス 天草ピカケ（田﨑美奈子） ・毎週水曜日17:00～18:00 アロマ
レクダンス リリー大矢野（髙口智子） ・毎月３回水曜日13:30～15:30 自休村
レクダンス 松島レークの会（島﨑美智子）・毎週木曜日13:30～15:30 今泉地区多目的集会施設

絵手紙 しおまねき会（深水洋子）
・毎月第１・２・４土曜日13:30～
・毎月第３土曜日13:30～
・毎月第４火曜日9:30～11:30

自休村ほか

陶芸 雑魚窯（宮下昌子） ・毎週火曜日13:30～16:00 旧姫戸保育園
天草凧 バラモン凧愛好会（山下一保）・随時 工房「炭焼小屋」

▲　村入用勘定帳

《図書館おはなし会》
　　　　　　　　（30分間～１時間）

４/28（土） 午後１時 30分～ ママ応援センター
４/28（土） 午後２時～ 森記念図書館２階
５/12（土） 午後２時～ アロマ視聴覚室
５/12（土） 午後２時～ 森記念図書館２階
５/12（土） 午前 10時～ 姫戸図書館　
５/19（土） 午後２時～ 龍ヶ岳図書館

※日程・場所変更の場合があるので、各館まで確認をお願
いします。

図書の寄贈（２月寄贈分）
　小西　勝様、他１人にご寄贈いただきました。あり
がとうございました。

【問合せ先】
社会教育課生涯学習係　☎ 0969(28)3361

●読書マラソンの結果発表！
　昨年の秋から今年の１月までに実施していた「読書マ
ラソン」。
　子どもたちをはじめ、保護者の皆さまや各学校の先
生、ご協力ありがとうございました。結果は、次のとおり
となりました。
　参加人数４２４人、延べ１１，６４８冊の本を読んでくれま
した。
　各学年のトップ（実施当時の学年です）
　１年生　（今津小）深谷　みな子 さん  238冊
　２年生　（阿村小）本田　のぞみ さん  496冊
　３年生　（今津小）原田　琳　心 さん  573冊
　４年生　（今津小）吉野　えりな さん  245冊
　５年生　（阿村小）深水　優　羽 さん    45冊
　６年生　（上　小）山﨑　照　椰 さん  180冊
　トップの子どもたちには、館長が小学校を訪問し、表
彰状を手渡しました。

▲写真は今津小学校のトップ賞のみなさん
　左から（１年生　深谷みな子さん、３年生　原田琳

り む

心
さん、４年生　吉野えりなさん）

●図書館専用ホームページができました！
　新しい図書館システムの導入に合わせ、図書館専用
のホームページが開設されました。
　新ホームページでは、図書館の新刊情報や館内の催
しを発信していくほか、図書の検索や、貸出有無の確
認、借りられている図書の貸出予約などもすることがで
きます。
　さらに使いやすくなった図書館を、ぜひ一度お試しく
ださい！
●子どもの読書週間のイベントについて
　４月２３日（月）は「子ども読書の日」です。
　図書館では、４月２３日（月）から５月
１２日（土）の間を“子どもの読書週間”
として、各図書館でイベントや展示を
行います。ご家族で、図書館に遊びに
来ませんか。
　詳細は、各図書館までお問合せくだ
さい。

5/１0（木）　午前１０時３０分～
アロマ視聴覚室

赤ちゃんおはなし会

４月16日、23日、30日
５月 1日、 7日、14日、21日、
　　28日、31日

休　館　日

４月18日（姫戸）　25日（龍ヶ岳）
５月 ２日（大矢野） ９日（松島）
　　16日（姫戸）
雨天の場合は翌日に延期します。小雨の場合、
決行することもあります。
詳しい場所・時間については、教育委員会（社
会教育課）までお問い合わせください。
※大矢野地区の５月２日の移動図書館は翌３
日がＧＷと重なるため雨天時の延期がござ
いません。雨天時は次回の巡回は６月にな
ります。

移動図書館巡回日

図書館からのお知らせ！図書館からのお知らせ！

本を借りてLINE
ポイントを貯めよう

　図書館で本を借りると、返却時に
LINE ポイントが貯まります。たくさん
本を借りてください。ポイントが 25ポイント貯まると、
地元商品券などに交換できます。交換は、市役所各庁舎
のほか、図書館でも交換できます。
■問合せ先　総務課秘書広報係　☎0964（26）5525
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健康ガイド

時　　間 日 場　　所
午後2時～ 11金、24木 天草保健所相談室

☎0969（23）0172 ※要予約 

精神保健相談（5月）

短縮番号
（＃ 8000）

平　日：午後 7時～翌朝 8時まで
土曜日：午後 3時～翌朝 8時まで
日祝日：午前 8時～翌朝 8時まで

※ダイヤル回線の場合　☎096（364）9999

小児救急電話相談
　夜間の子どもの急病時

場　　所 日 実施時間
（手帳受付時間）

生活環境課 7月・14月
21月・28月

午前9時30分～11時
（午前9時30分～9時45分）

保健センター 16水
随時交付（手帳）

午前9時30分～11時
（随　時）

姫戸統括支所 18金 午前9時～10時
（午前9時～9時15分）

龍ヶ岳統括支所 18金 午前10時30分～11時30分
（午前10時30分～10時45分）

【用意するもの】母子健康手帳
上記以外の日も随時各統括支所の窓口で母子健康手帳の発行を行って
います。その場合保健センターから後日連絡をし、保健師・栄養士の
保健指導を行います。

種　　類 用意するもの 日 対象者
（生月） 受付時間

２か月児学級 バスタオル 17木 H30.  3

午後1時

～

1時15分

３～４か月児健診 バスタオル 1火 H30.  1

６～７か月児健診
ハンカチ
または

ハンドタオル
23水 H29.10

１歳６か月児健診 尿 8火 H28.10

２歳児歯科健診 歯ブラシ
（仕上げ磨き） 10木 H28.  5

３歳児健診 聴力・視力
検査用紙 15火 H27.  4

【場所】保健センター（松島町合津7915番地1）
【用意するもの】母子手帳と問診票は、どの健診および学級でも必ず持参ください。
※２歳児歯科健診の問診票は会場で配布します。

育児相談・母子健康手帳交付（5月）

乳幼児健診（5月）

日祝日在宅医（5月）
【診療時間】午前9時～午後5時
診療時間外は、事前に電話連絡をお願いします。
4月1日現在の予定表です。都合により変更することも
ありますので、休日在宅医自動電話案内【☎0969(23)
1400】にお問い合わせいただくか、市ホームページでご
確認ください。

日 当番医名（診療科目） 場　　所

3日 中村達男医院（内） 大矢野町登立
☎0964（56）0006

4日 天草皮ふ科・内科（皮） 大矢野町中
☎0964（59）0808

5日 上天草内科呼吸器科クリ
ニック（内・呼）

大矢野町登立
☎0964（56）3100

6日
中村医院（内） 大矢野町上

☎0964（56）0003

上天草総合病院 龍ヶ岳町高戸
☎0969（62）1122

13日

佐々木整形外科（内・整・
皮・ア）

大矢野町中
☎0964（56）5550

やまうち医院（内・小・ア） 松島町阿村
☎0969（56）0899

20日
毛利医院（内） 大矢野町登立

☎0964（56）2111

姫戸医院（内） 姫戸町姫浦
☎0969（58）3583

27日

宮崎外科胃腸科医院（外・
消）

大矢野町上
☎0964（56）0600

村上医院（内・小・リハ・神
内・呼・循・消）

姫戸町姫浦
☎0969（58）3102

　骨髄移植とは、白血病などによって、正常な造血が行わ
れなくなった患者の造血幹細胞を健康な方の造血幹細胞と
入れ替え、回復させる治療法です。 
　白血病などの患者を多く救うためには、一人でも多くの
ドナー登録が必要です。皆様のご協力をお願いします。
日本骨髄バンク　☎ 03（5280）1789

骨髄バンクのドナー登録を！

みんなで健康寿命をのばそう！
くまもとスマートライフプロジェクト
　県では、厚生労働省と連動して、元気で健康で楽しく
毎日が送れることを目標とした「くまもとスマートライ
フプロジェクト」を実施しています。
 より多くの人が健康づくりの意識を高め、生活習慣の改
善や健康寿命を延ばすことを目的とした取組みです。
　みんなで健康づくりの意識を変え、実践に移す「スマー
トライフプロジェクト」を始めましょう。
　★６つのアクション！
　①適度な運動
　②適切な食生活
　③禁煙
　④特定健診・がん検診を受ける
　⑤歯と口腔のケア
　⑥十分な睡眠

平成30年度　定期予防接種のお知らせ平成30年度　定期予防接種のお知らせ
　定期接種とは、「予防接種法」という法律に基づき本市が実施する予防接種です。今回は、2種類の定期
予防接種についてのお知らせをします。

高齢者肺炎球菌感染症の定期予防接種高齢者肺炎球菌感染症の定期予防接種
　肺炎球菌ワクチンは肺炎などの感染症を予防し、重症化を防ぐワクチンです。今年度の定期接種の対象者は、
以下の2つに該当する人です。
●平成30年度に以下の年齢になる人。
●今まで成人用肺炎球菌ワクチン（23価肺炎球菌ワクチン）を接種したことがない人。

年齢 生年月日
65歳 昭和28年4月2日生～昭和29年4月1日生 
70歳 昭和23年4月2日生～昭和24年4月1日生
75歳 昭和18年4月2日生～昭和19年4月1日生
80歳 昭和13年4月2日生～昭和14年4月1日生
85歳 昭和  8年4月2日生～昭和  9年4月1日生
90歳 昭和  3年4月2日生～昭和  4年4月1日生
95歳 大正12年4月2日生～大正13年4月1日生
100歳 大正  7年4月2日生～大正  8年4月1日生

●接種対象期間　平成31年3月31日まで
●助　成　額　上限6千円（生活保護世帯に属する人は接種費用の全額を助成します。接種期間を過ぎると
　　　　　　　　全額自己負担となります。）
●接 種 方 法　市内医療機関で接種を希望する場合は、直接医療機関へ予約をしてください。

【市外にかかりつけ医がある場合】
　予防接種をされる前に申請窓口へ印かんをご持参のうえ、生活環境課、市民課、姫戸・龍ヶ岳統括支所へ
申請してください。
※事前に申請がない場合は助成することができません。

ジフテリア破傷風感染症の定期予防接種（2種混合ワクチン）ジフテリア破傷風感染症の定期予防接種（2種混合ワクチン）
　ジフテリアの主な症状は、高熱、のどの痛み、せきなどですが、重症化すると、心筋障害や神経麻痺など
を起こすことがあります。破傷風菌に感染すると、筋肉のけいれんを起こすことなどがあります。どちらも
治療が遅くなると死に至ることがある病気で、それらを予防するワクチンが2種混合ワクチンです。
　4月に中学校に進学した人で、２種混合ワクチンの予防接種がまだの人は、母子健康手帳で接種していな
いことをご確認の上、体調のよい日に早めに接種してください。接種期間を過ぎると全額自己負担での接種
となります。
　●接種対象者　11歳～ 13歳未満
　●接 種 機 関　13歳の誕生日の前日まで
【予診票について】
　予診票をお持ちでない場合は、母子健康手帳をご持参のうえ、健康づくり推進課、生活環境課、市民課、姫戸・
龍ヶ岳統括支所で予診票の交付を受けてください。

■問合せ先
　松島庁舎健康づくり推進課　母子保健係　☎0969（28）3376

検索くまもとスマートライフ
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場所 上天草総合病院6階講堂
☎0969（62）1122

月 火 水 木 金

内 科
代 謝 内 科

樋口
和田
永田
代謝内科
（熊大）

和田
溝部
吉村
永田

樋口
吉村
中村
糸永

樋口
溝部
和田
守田

（熊大）

溝部
永田
糸永
中本

循環器内科 脇田 脇田 脇田
外 科
消 化 器 科 福田 城野 蓮尾 /

福田 城野 大堂

整 形 外 科 藤松 上原 藤松
（午後）
林田
（國武）
（井戸川）

藤松

小 児 科 船曳 熊大 船曳 熊大 船曳
産 婦 人 科 姫野 姫野 姫野 姫野 姫野
耳 鼻 咽 喉 科 熊大 熊大 熊大
眼 科 粟井 竹下 竹下 竹下 竹下
皮 膚 科 尹
泌 尿 器 科 小川
超 音 波・
内 視 鏡
セ ン タ ー

蓮尾
城野

蓮尾
福田

城野
和田

蓮尾
福田

城野
福田

歯 科・ 口 腔 外 科 福田 福田 福田 福田 福田

※時間、場所は変更になる場合がありますので、
参加希望の人はご連絡ください。

日時 4月27日（金）
午後１時30分～午後３時30分

●診療受付時間は、午前８時30分から午前11時30分ま
でです。

●火曜日の整形外来は午前10時20分から診療開始しま
す。受付は午前11時までです。

●木曜日の整形外来（予約制）の受付時間は、午後1時30
分から午後4時までです。

●泌尿器科は毎週火曜日に診療を行います。
●４月20日（金）の眼科外来は休診となります。
●診療案内は都合により変更となる場合があります。ご了
承ください。

●５月７日（月）の眼科外来は休診となります。

月 火 水 木 金

急
患
担
当

午 前 城野 福田 大堂 大堂 福田

午 後 大堂
（永田）

中村
（吉村）

中村
（吉村）

城野
（永田）

中本
（糸永）

月 火 水 木 金
教 良 木
診 療 所 糸永 中村 応援 応援 吉村

　  診 療 案 内

HospitalHospitalHospital
News がんサロン 病院ボランティアに

ご協力いただいています
　上天草総合病院では、地域の皆さまに病院ボランティアと
してご協力いただいています。皆さまのご協力に厚くお礼
申し上げます。誠にありがとうございます。

皆さま今後ともよろしくお願いいたします。

上天草総合病院職員を募集します上天草総合病院職員を募集します
　当院は、地域包括ケ
アシステムに取り組んで
いる196床の病院です。
開業医や福祉施設など
の皆さんとの地域連携
をより推進するため、職
員を募集します。

●募集職種　社会福祉士（1人）非常勤
●応募資格　社会福祉士免許取得者
●応募手続　履歴書、社会福祉士免許証の写し
●試 験 日　後日連絡します
●申込・問合せ先
　〒866-0293
　熊本県上天草市龍ヶ岳町高戸 1419番地 19
　上天草総合病院　総務課総務係
　☎0969（54）7633

２

21
　2月21日（水）、熊本県土地家屋調査士会の濵﨑
顯爾さんら8人が、測量に興味を持ってもらおうと
龍ヶ岳小6年（21人）に、昨年12月に校庭へ設置した
経緯度標の贈呈式と出前講座を開催しました。
　出前講座では、経緯度標の役割などの説明後、
校庭に置かれた測量機器で試行錯誤しながら班ご
とに円を作成。一番早く描いた班の川端天寧さんは
「班で協力して、きれいにできた」と笑顔を見せまし
た。その後は、歩測で距離を測るなどして、いろいろ
な測量方法について学びました。

測量について知ってほしい
龍ヶ岳小に経緯度標を贈呈

２

 2
　２月２日、２８日、３月２日に、各町で家族介護教室
（市委託事業）を開催し、介護に関するさまざまな
テーマについて、それぞれ在宅介護支援センターの
職員や訪問看護師などから講話があり、介護者同士
で交流しました。参加者からは「もっと早く聴いてい
たらよかった」、「新しい情報を得られて良かった」な
どの感想が聞かれました。
　家族介護教室の受講については、高齢者ふれあ
い課（☎0969-28-3378）までお問い合わせくださ
い。

介護者同士学んで交流
家族介護教室を開催

磯田ヨシ子さん
大矢野町上

大正６年 12月 10日生まれ

天津佐奈枝さん
大矢野町湯島

大正７年１月２１日生まれ

北野　セキさん
姫戸町姫浦

大正７年１月１日生まれ

福田フジノさん
松島町合津

大正７年２月 20日生まれ

１００歳おめでとうございます１００歳おめでとうございます
　磯田 ヨシ子さん、北野 セキさん、天津 佐奈枝さん、福田 フジノさんが１００歳を迎えられ、市
から表彰状とお祝いを贈呈しました。

▲姫戸町

◀大矢野町

6月　玄関周辺の剪定
・全日本建設交運一般労働
組合（建交労）九州支部熊本
分会上天草班　様

毎週月・木　病棟のお手伝い
・上天草市婦人会“つなぎあう
ちふれんの会”　様

その他　絵手紙展示
・高戸・大道絵手紙教室の皆
さん

10月　玄関周辺の草取り
・ボランティア連絡協議会
龍ヶ岳町支部　様
・シルバー人材センター　様
・龍ヶ岳椿会　様
・高戸ソーラン愛好会　様
・フラ愛好会プアナニ　様

随時　新聞のお届け・縫い物
・坂田百合子 様
・佐々木富栄 様
・片川けい子 様
・片山ひろ子 様
・橋本　和代 様
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２

22
　２月２２日（木）、大矢野自動車学校でシートベルト
コンビンサーの乗車体験が行われました。
　これは、上天草警察署による取組みで、ＪＡＦと大
矢野自動車学校の協力のもと、交通事故の危険性や
シートベルトの重要性を再認識するもの。大矢野自
動車学校に通う３４人が参加し、学校の講習と併せて
交通安全の知見を深めました。
　シートベルトコンビンサーとは、時速５キロの速度
で障害物にぶつかった際の衝撃を体験できるもの
で、九州には２台しかない貴重な車両です。

交通事故の危険性を再認識
シートベルトコンビンサーで衝撃体験

３

 1
　3月1日（木）、農業を営む(株)天草よかもん・坂口
太一さんを始めとする従業員6人が、松島中学校で1
年生31人を対象に「生き方講話」を開催しました。
　これは、以前坂口さんらを教えていた担任の吉田
先生が、キャリア教育の一環として地元で頑張る人
の話を聞いてもらいたいとの思いで実現。坂口さ
んらは夢を叶えるためには何が必要かを、実体験や
ワークショップを交え講話しました。生徒からは「夢に
対する考え方が変わった」などの感想が聞かれ、和気
あいあいとした特別授業となりました。

夢を叶えるため必要なこと
天草よかもん講話

　平成30年１月１日付けで、池
田隆弘さん（大矢野町上）と松岡
喬さん（松島町合津）が瑞宝双光
章を受章されました。
　池田さんと松岡さんは以前、学
校の教師をされており、小学校の
校長を務められ退職。その間、学
校教育に尽力されました。
　また、池田さんは上地区公民館
長として、松岡さんは松島町体育
協会長として、それぞれ永年地域
活動に貢献されたことなどが認め
られ、今回の受章となりました。

▲松岡　喬さん
　（松島町合津）

▲池田　隆弘さん
（大矢野町上）

２人が瑞宝双光章を受章されました

　２月に、市内の小中学校の児童・生徒・教師の皆さん
を対象に認知症サポーター養成講座を開催しました。
　受講者の皆さんは、認知症の症状や対応、サポーター
の役割などについて学習し、最後には認知症サポー
ターの証しである「オレンジリング」と本市オリジナルの
缶バッジを授与しました。
　参加した龍ヶ岳中学校の村上智哉さんは「認知症に
ついての知識をしっかりと理解し、正しい言動を行おう
と思います」と話しました。

【2月に受講した小中学校】
龍ヶ岳中学校１・２年生、教良木小学校５・６年
生、維和小学校５・６年生、姫戸中学校２年生、登
立小学校４年生、龍ヶ岳小学校４年生

認知症のことを知ろう
市内小中学校で認知症サポーター養成講座開催

姫戸中学校

登立小学校

教良木小学校

３

 3
　3月3日(土)、維和小が元エアロビック競技日本代
表の大村詠一さんを講師として招き、家庭教育講演
会を開催しました。
　大村さんは、8歳のときにⅠ型糖尿病を発症し、闘
病生活の中、10歳でエアロビックを開始。日本代表
としての活躍を経て、現在は糖尿病の啓発活動など
に尽力されており、糖尿病を通じて「自分の意見を
伝える」大切さなどを児童たちに伝えました。
　江口南奈美さんは、「私たちに糖尿病を通じて色々
と教えていただきありがたかった」と話しました。

Ｉ型糖尿病とともに夢に向かって
維和小学校家庭教育講演会

３

 3
　3月3日(土)、松島町の今津第8自治公民館で、
AKJ(味な上天草熟女の会)の皆さんが生き雛に扮し
て星野源さんの「恋」などのダンスを披露しました。
　この披露会は、手づくりふれあい館が市内全域で
2月から実施したひな祭りイベントの一部で、3月3日
(ひな祭り)のフィナーレに併せて市内5箇所(湯島の
み4日)で行われたものです。
　AKJの福田富美子さんは、「見に来てくださった皆
さんと一体になれて良かった。練習した甲斐があっ
た」と話しました。

生き雛披露会
リアル雛人形がダンス披露
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　3月7日（水）、昨年6月から着工していた天草広域
連合北消防署の落成式が開催されました。2月末か
らすでに機能を開始している北消防署は、鉄筋コン
クリート造りの平屋1階建て。中村五木天草広域連
合長（天草市長）は「災害に強いまちづくりに向けて
職務の重要性を再認識し、地域の信頼を高めていき
たい」と話しました。
　また、式典後には地域住民や保育園児に消防車や
救助工作車のお披露目や、地元消防団による餅投げ
があり会場は大変賑わいました。

３

 7
地域防災の拠点完成
北消防署落成式が開催

３

 8
３

14
　3月8日(木)、教良木小で松島町更生保護女性会
の主催により、二十歳の半分を祝う「十歳(つな
し)の会」が開催されました。
　会では、更生保護女性会の瀬川重子さんから
記念の色紙が渡されました。対象となる４年生
の宮﨑結衣さんは「パティシエール」、大西裕
翔くんは「パン職人」、山野龍稀くんは「パ
ティシエ」になりたいという将来の夢をそれぞ
れ発表した他、お礼に歌と楽器の演奏を披露し
てくれました。

　３月14日(水)に上天草高校で、海運業の担い手確
保を目的とした出前講座を行い、2年生78人が参加
しました。講師には、松島町の浦山秀大さん（雄和
海運代表）を招き、海運業の現状や魅力などの講話
のほか、現在船員として働く卒業生から「責任があ
る仕事で大変だがやりがいがある。後輩の皆さんに
も船員を目指して欲しい」とのメッセージがありま
した。浦山さんは「本市は、全国有数の船どころ。こ
の講座をきっかけに船員を志す子どもたちが増えれ
ば」と話しました。

祝　1/2成人式
教良木小学校で十歳(つなし)の会

上天草の“海運業”はここがすごい！！
上天草高校で出前講座

３

12
３

21
　3月12日（月）、登立小学校5年生45人（現6年生）
が登立地区の四郎丸海岸を1時間かけてゴミ拾いを
しました。県で取り組む「水俣に学ぶ肥後っ子教室」
で環境問題に関心をもった児童が、自発的に清掃。
そのおかげで大小さまざまなゴミだらけだった海岸
はみるみるうちにきれいになりました。
　児童に感想を聞くと、須﨑竜

りゅう

功
く

くんは「燃えない
ゴミが多かった」と、佐藤叶

か な め

萌さんは「また気づい
たときに拾う心がけをしたい」と聞かせてくれまし
た。

　３月21日（水）、教良木保育園新園舎の落成式
がありました。工事関係者の他、市長や市議会議員、
地元住民の皆さんが新園舎で行われた式典に参加
しました。
　式典後は、テープカット、そして参加者の皆さん
へ園児による歌や遊戯が披露され、ぴかぴかの園
舎に、園児の元気な声が響き渡りました。
　４月１日から新園舎での保育がスタートしています。
■問合せ先
　福祉課子育て支援係☎0969（28）3351

自分たちにできること
登立小5年生海岸清掃

新教良木保育園が完成しました
落成式を開催

　３月９日(金)、ママ応援センターが入学前の友だち
づくりや通学などの新しい環境をサポートするため、
大矢野地区の新小学１年生40人を大矢野自然休養
村センターに招き、交流会を開催しました。
　交流会では、上天草警察署の警察官から交通安
全ルールの指導を受けた後、パトカーや白バイの
乗車体験をしたほか、ミニ運動会で玉入れや帽子
とランドセルをバトン代わりにしたリレーなどが
行われ、子ども達は楽しそうに交流を深めていま
した。

３

 9
友達100人できるかなっ♪

新小学1年生交流会

　３月12日(月)、阿村小の５・６年生（36人）が、学
校のすぐそばにある「夫婦岩」について学習しまし
た。この夫婦岩は、上天草市観光ボランティアガイド
の会々長の大澤健二さんの紹介により、昨年の広報
８月号に記事を掲載しています。
　児童らは、天草ジオパーク推進協議会の鵜

う

飼
かい

宏明
さんから、岩が９万年前に起きた阿蘇山の大噴火に
よる火山灰が蓄積されてできたことや、長い年数を
経て現在の形になったことなどの説明を受け、興味
深げに耳を傾けていました。

３

12
学校の近くにある歴史ある地質を知る

阿村小課外授業

　3月19日（月）、市内の中学3年生が、「卒業記念
クルージング」として天草五橋などを遊覧船で巡
りました。これは、卒業生の門出を祝うとともに
郷土の素晴らしさや自然の美しさを再認識しても
らおうと市商工会が毎年主催しているもの。生徒
たちは、普段あまり見ることのない橋の下や松島
の島々の景色に目を輝かせながら、クルージング
を楽しみ、卒業式を終え離ればなれになる友人
と、最高のふるさとの思い出をつくっていまし
た。

３

19
最高の思い出ができたね
中学生が卒業記念クルージング
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能
力
開
発
の
向
上
や

雇
用
促
進
を
目
的
と
し
て
毎
年

実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

▼
日
程・会
場

○
６
月
２
日（
土
）・ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
熊
本

○
６
月
３
日（
日
）・
熊
本
県
立

技
術
短
期
大
学
校

▼
競
技
種
目　

計
14
種
目

Ｄ
Ｔ
Ｐ
・
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
・ワ
ー

ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
Ａ
・ワ
ー
ド
プ

ロ
セ
ッ
サ
Ｂ・
表
計
算
・パ
ソ
コ

ン
デ
ー
タ
入
力
・ビ
ル
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
・
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
Ａ
・

喫
茶
サ
ー
ビ
ス
Ｂ・
製
品
パ
ッ

キ
ン
グ・縫
製・木
工
Ａ・木
工

Ｂ・オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

▼
申
込
期
限　
４
月
25
日（
水
）

ま
で

▼
申
込・問
合
せ
先　
独
立
行
政

法
人
高
齢・障
害・求
職
者
雇

用
支
援
機
構　

熊
本
支
部　

高
齢・障
害
者
業
務
課

☎
０
９
６（
２
４
９
）１
８
８
８

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
へ
市
の
特
産
品
や
観

光
商
品
な
ど
、
お
礼
の
品
を
贈

る
返
礼
品
事
業
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。募
集
要
領
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
ふ
る
さ
と

納
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

産
業
政
策
課
ふ

る
さ
と
納
税
係

　

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
４
５

　

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水

域
の
水
質
汚
濁
を
改
善
す
る
た

め
、
台
所
・
洗
濯
・
風
呂
な
ど

の
「
生
活
排
水
」
と
「
し
尿
」

を
併
せ
て
処
理
す
る
小
型
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
補
助
の
対
象　

次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
人

①
専
用
住
宅
（
小
規
模
店
舗
付

住
宅
は
、
住
宅
部
分
が
１
／

２
以
上
）
に
設
置
す
る
人

②
平
成
31
年
３
月
末
の
間
に
設

置
完
成
予
定
の
人

③
下
水
道
認
可
区
域
外
や
災
害

危
険
区
域
外
に
設
置
す
る
人

※
別
荘
・
店
舗
の
み
は
、
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
申
込
方
法　

浄
化
槽
補
助
金

事
前
申
込
書
を
都
市
整
備
課

ま
た
は
統
括
支
所
へ
提
出

※
申
込
用
紙
は
、
都
市
整
備

課
、
各
統
括
支
所
お
よ
び

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

▼
補
助
金
の
額

○
５
人
槽　

33
万
2
千
円

○
７
人
槽　

41
万
4
千
円

○
10
人
槽　

54
万
8
千
円

　

な
お
、
平
成
30
年
度
は
浄
化

槽
整
備
事
業
と
し
て
既
存
単
独

浄
化
槽
ま
た
は
く
み
取
便
所
か

ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換
す

る
場
合
、
次
の
金
額
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

○
５
人
槽　

16
万
6
千
円

○
７
人
槽　

20
万
7
千
円

○
10
人
槽　

27
万
4
千
円

▼
補
助
対
象
外

①
単
独
処
理
浄
化
槽
が
設
置
さ

れ
て
い
る
住
宅
を
増
改
築
す

る
こ
と
に
よ
り
、
設
置
す
べ

き
浄
化
槽
の
人
槽
が
変
更
に

な
る
場
合

②
単
独
処
理
浄
化
槽
が
設
置
さ

れ
て
い
る
住
宅
を
同
一
敷
地

内
に
建
て
替
え
る
場
合

▼
申
込
期
間　

平
成
31
年
2
月

末
日
ま
で

▼
問
合
せ
先　
都
市
整
備
課

　

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
６
６

　

住
宅
の
改
築
な
ど
の
リ

フ
ォ
ー
ム
や
廃
屋
の
解
体
費
用
の

一
部
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者

・
市
内
に
住
宅
を
所
有
し
、
居

住
し
て
い
る
人
（
廃
屋
の
所

有
者
を
除
く
）

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

（
世
帯
員
を
含
む
）

・
市
の
他
の
制
度
に
よ
る
補
助

金
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
人

▼
対
象
物
件

・
リ
フ
ォ
ー
ム

　

市
内
に
所
有
し
、
自
ら
居
住

し
て
い
る
住
宅

・
廃
屋
の
解
体

　

明
ら
か
に
居
住
さ
れ
て
お
ら

ず
、
崩
壊
な
ど
の
危
険
や
周

辺
環
境
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
あ
る
家
屋

▼
対
象
工
事

・
市
内
施
工
業
者
に
よ
る
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事

・
廃
屋
の
解
体
工
事

・
交
付
決
定
後
に
着
手
す
る
工

事
で
、
平
成
31
年
３
月
10
日

ま
で
に
完
了
出
来
る
工
事

・
他
の
制
度
に
よ
る
補
助
金
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

工
事

・
補
助
対
象
工
事
費
の
総
額
が

20
万
円
以
上
（
消
費
税
を
含

む
）
の
工
事

▼
補
助
金
額

・
補
助
対
象
工
事
総
額
の
10
分

の
１
に
相
当
す
る
額
（
限
度

額
20
万
円
）

※
当
該
補
助
金
の
助
成
は
1
回

限
り

▼
受
付
期
間　

４
月
16
日（
月
）

か
ら
受
付
（
※
先
着
順
）

▼
受
付
場
所

・
都
市
整
備
課

※
書
類
審
査
の
た
め
都
市
整
備

課
の
み
で
受
け
付
け
ま
す
。

・
申
請
様
式
は
、
都
市
整
備
課

の
ほ
か
生
活
環
境
課
、姫
戸
・

龍
ヶ
岳
統
括
支
所
、
各
出
張

所
に
用
意
す
る
ほ
か
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

都
市
整
備
課
都

市
計
画
係

　

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
６
６

　

契
約
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
や
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る

被
害
、多
重
債
務
（
借
金
問
題
）

な
ど
の
消
費
全
般
に
関
す
る
ご

相
談
に
対
し
て
、
専
門
の
相
談

員
が
問
題
解
決
に
向
け
て
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
。

▼
開
設
日
時　

月
〜
金
曜
日

（
祝
日
な
ど
を
除
く
）
午
前

9
時
〜
午
後
4
時
（
正
午
〜

午
後
1
時
を
除
く
）

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
１
階

▼
巡
回
相
談　

も
っ
と
身
近
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

巡
回
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

○
松
島
地
区

・
場
所　
松
島
庁
舎
１
階
相
談
室

・
開
設
日　

毎
月
第
２
、
第
４

木
曜
日

・
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

○
姫
戸
地
区

・
場
所　
姫
戸
統
括
支
所
会
議
室

・
開
設
日　

毎
月
第
１
、
第
３

木
曜
日

・
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

○
龍
ヶ
岳
地
区

・
場
所　

龍
ヶ
岳
統
括
支
所
１

階
相
談
室

・
開
設
日　

毎
月
第
１
、
第
３

木
曜
日

・
時
間　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

▼
相
談
・
問
合
せ
先　

市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
４（
56
）０
７
８
３

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望

お
よ
び
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時
・
場
所

▽
５
月
10
日（
木
）午
後
１
時
〜

午
後
４
時
・
松
島
庁
舎
１
階

相
談
室

▽
５
月
10
日（
木
）午
後
１
時
〜

午
後
４
時
・
大
矢
野
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
先　

生
活
環
境
課
市

民
・
福
祉
係

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
３
５

　

家
庭
・
金
銭
・
相
続
・
登
記

な
ど
の
法
律
に
関
す
る
困
り
ご

と
や
心
配
ご
と
に
対
し
、
弁
護

士
が
指
導
お
よ
び
助
言
を
行

い
、
そ
の
問
題
の
解
決
ま
た
は

解
決
の
糸
口
と
な
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
設
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

本
市
に
お
住
ま
い

の
人
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人

▼
開
設
日
時　

５
月
15
日（
火
）

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

▼
開
設
場
所　

大
矢
野
庁
舎
１

階
相
談
室

▼
相
談
方
法　

面
談
方
式
（
た

だ
し
、
同
一
の
相
談
に
対
し

１
回
）

▼
相
談
時
間

　

１
人
１
回
30
分
間

▼
費
用　

無
料

▼
申
込
方
法　

完
全
予
約
制

※
電
話
で
の
申
し
込
み
に
限
り

ま
す
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
な
ど
で
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先　

生
活
環

境
課
市
民
・
福
祉
係

　

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
３
４

　

年
金
全
般
に
関
す
る
相
談
を

受
付
け
ま
す
。
相
談
日
の
１
週

間
前
ま
で
に
必
ず
予
約
（
事
前

受
付
）
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

５
月
17
日（
木
）午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
書
庫
棟

１
階
会
議
室

▼
予
約　

市
役
所
各
窓
口
ま
た

は
健
康
づ
く
り
推
進
課
国
保

事
業
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
７
５

※
本
渡
年
金
事
務
所
に
て
年
金

相
談
予
約
受
付
中
で
す
。
待

ち
時
間
な
し
で
、
年
金
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
ず
は

年
金
手
帳
を
準
備
し
て
、
お

電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

本
渡
年
金
事
務

所　

お
客
様
相
談
室

　

☎
０
９
６
９（
24
）２
１
１
２

相
談
・
申
請

行
政
相
談

 

生
活
環
境
課

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
所

 

生
活
環
境
課

年
金
相
談 

健
康
づ
く
り
推
進
課

消
費
全
般
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す

 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費

を
補
助
し
ま
す 

都
市
整
備
課

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
事

業
者
募
集

 

産
業
政
策
課

〈
有
料
広
告
〉

合氣道　無料体験・生徒募集のご案内！
合氣道は､躾はもとより正しい心と身体の使い方を学び､積極的な人生を送る為の武道です｡
この度､大矢野地区で合氣道の体験を行いますので､皆さまのご参加おまちしております｡

日時　毎週日曜日　18時30分～20時 大矢野中学校 体育館2階 柔道場
お問合せ  心身統一合氣道会 熊本 0964-24-1160  佐成( )まで

熊
本
県
障
が
い
者
技
能
競
技
大

会(

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
熊
本
大

会
２
０
１
８)

の
参
加
選
手
募
集

 

福
祉
課

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
支
援
事
業

 

都
市
整
備
課
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▼
受
付
期
間　

平
成
31
年
１
月

31
日（
木
）ま
で
（
先
着
順
）

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
設
備
・
補
助
金
額

〇
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

上
限
５
万
円
／
1
件

〇
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム

（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）

　

上
限
10
万
円
／
1
件

〇
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄

電
シ
ス
テ
ム

　

上
限
10
万
円
／
1
件

〇
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

（
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）

　

上
限
１
万
円
／
1
件

▼
補
助
対
象
者　

次
の
す
べ
て

の
要
件
を
満
た
す
個
人
と
し

ま
す
。

〇
本
市
に
居
住
し
、
ま
た
は
実

績
報
告
時
ま
で
に
対
象
住
宅

に
住
民
登
録
を
有
し
、
自
ら

居
住
す
る
専
用
住
宅
ま
た
は

併
用
住
宅
（
賃
貸
用
を
除

く
。）
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
を
設
置
す
る
人

〇
対
象
設
備
の
設
置
工
事
を

行
っ
て
い
な
い
人
（
既
設
設

備
に
対
す
る
増
設
は
対
象
外
）

〇
過
去
に
同
一
の
対
象
設
備
に

関
す
る
本
市
の
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
人

〇
平
成
31
年
３
月
10
日（
日
）ま

で
に
、
対
象
設
備
の
設
置
を

完
了
で
き
る
人

〇
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
場
合
は
、
電
力
会
社

と
電
灯
契
約
・
余
剰
電
力
の

受
給
契
約
を
結
ぶ
こ
と
の
で

き
る
人

〇
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

▼
申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要

な
書
類
を
添
付
の
上
、
生
活

環
境
課
ま
で
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。（
郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ

る
受
付
は
不
可
。）

　

申
請
書
は
生
活
環
境
課
も
し

く
は
市
民
課
、
姫
戸
・
龍
ヶ

岳
統
括
支
所
で
受
け
取
る

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

生
活
環
境
課
環

境
衛
生
係

　

☎
０
９
６
4（
26
）５
５
２
４

　

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

生
ご
み
を
、
自
宅
で
減
量
ま
た

は
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
生
ご
み
処
理
機
器
を
購

入
す
る
人
に
対
し
て
、
購
入
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
申
請
受
付　

随
時
受
付
。
予

算
に
達
す
る
ま
で

▼
補
助
対
象
機
器

○
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
…
乾

燥
ま
た
は
微
生
物
の
活
動
に

よ
り
、
生
ご
み
を
減
量
化
ま

た
は
分
解
す
る
電
動
式
の
も

の
。（
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
式

を
除
く
。）

○
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
…
屋
外

に
設
置
す
る
コ
ン
ポ
ス
ト
や

屋
内
に
設
置
す
る
密
閉
式
容

器
な
ど
で
生
ご
み
を
分
解
す

る
非
電
動
式
の
も
の
。

▼
補
助
金
額

○
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
…

　

購
入
金
額
の
２
分
の
１
で
、

３
万
円
を
限
度
（
１
世
帯
当

た
り
１
基
ま
で
）

○
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
…

　

購
入
金
額
の
２
分
の
１
で
、

１
万
円
を
限
度
（
１
世
帯
当

た
り
２
基
ま
で
）

▼
補
助
対
象
者

○
市
内
に
住
所
を
有
し
、か
つ
、

居
住
し
て
い
る
人

○
購
入
し
た
機
器
を
常
に
良
好

な
状
態
で
維
持
管
理
で
き
る

人
○
使
用
状
況
の
立
入
検
査
お
よ

び
照
会
に
協
力
で
き
る
人

○
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

▼
申
請
方
法　

生
ご
み
処
理
機

器
購
入
前
に
、
次
の
も
の
を

持
参
し
て
、
生
活
環
境
課
、

市
民
課
、
姫
戸
・
龍
ヶ
岳
各

統
括
支
所
に
て
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
印
か
ん

○
購
入
予
定
の
生
ご
み
処
理
機

器
の
見
積
書

○
未
納
が
な
い
証
明
書
（
各
庁

舎
な
ど
の
窓
口
で
取
得
で
き

ま
す
。）

※
過
去
５
年
間
に
電
動
式
生
ご

み
処
理
機
の
補
助
金
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
世
帯
に
限

り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

生
活
環
境
課
環

境
衛
生
係

　

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
２
４

　

天
草
五
橋
は
、
供
用
開
始
し

て
52
年
目
と
な
り
、
そ
れ
に
併

せ
、
天
草
五
橋
祭
も
今
年
で
第

52
回
目
を
数
え
ま
す
。
昨
年
は
、

海
洋
花
火
、
道
中
踊
り
、
白
龍

船
、
魚
の
つ
か
み
取
り
、
カ
ラ

オ
ケ
大
会
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
天
草
五
橋
祭
を一緒
に

楽
し
み
、
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

天
草
五
橋
祭
企
画
実
行
委
員

会
の
委
員
募
集
に
つ
い
て

 

観
光
お
も
て
な
し
課

け
る
実
行
委
員
メ
ン
バ
ー
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
天
草
五
橋
祭
企
画
実
行
委
員

会
に
つ
い
て　

天
草
五
橋
開

通
の
意
義
を
永
久
に
伝
え
る

と
と
も
に
そ
の
恩
恵
に
感
謝

し
、
天
草
地
域
の
地
域
振
興

を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
天

草
五
橋
祭
（
以
下
「
五
橋
祭
」

と
い
う
。）
の
企
画
運
営
を

行
う
組
織
。

▼
応
募
要
件

▽
実
行
委
員
会
議
と
天
草
五
橋

祭
に
参
加
、協
力
で
き
る
人
。

▽
任
期　

２
年
（
平
成
30
〜
31

年
度
（
平
成
32
年
３
月
31
日

ま
で
））

▽
天
草
五
橋
祭
の
企
画
、
実
施

に
対
し
て
理
解
し
、
や
る
気

の
あ
る
人
。

▽
無
償
協
力
と
な
り
ま
す
。

▼
応
募
締
切　

５
月
12
日（
金
）

ま
で

▼
応
募
方
法　

必
要
事
項
（
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
住
所
、

連
絡
先
）
を
添
え
て
、
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
応
募
。

▼
問
合
せ
先　

観
光
お
も
て
な

し
課
観
光
振
興
係

　

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
１
２

　

℻
０
９
６
４（
56
）５
１
０
７

　

本
市
に
住
む
青
少
年
が
、
直

接
外
国
の
市
民
生
活
、
学
校
生

活
を
体
験
し
な
が
ら
国
際
交
流

を
深
め
、
幅
広
い
視
野
と
豊
か

な
国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目

的
に
青
少
年
人
材
育
成
海
外
派

遣
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
研
修
地　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

西
海
岸
（
主
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
、
オ
レ
ゴ
ン
州
、
ワ
シ

ン
ト
ン
州
の
郊
外
）

▼
研
修
期
間　

７
月
下
旬
か
ら

24
日
間

▼
募
集
期
限　

５
月
15
日（
火
）

ま
で

▼
募
集
人
員　

５
人
程
度

▼
応
募
資
格
・
応
募
方
法

　
　

市
内
在
住
の
中
学
生
、
高

校
生
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

市
外
の
学
校
へ
通
学
す
る
生

徒
で
も
保
護
者
が
市
内
居
住

者
で
あ
れ
ば
対
象
と
し
ま
す
。

　
　

申
込
書
類
は
、
市
内
中
学

校
、
上
天
草
高
校
に
配
布
す

る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
市
役
所
企
画
政
策
課
で

入
手
可
能
で
す
。

▼
研
修
費
用　

研
修
参
加
費
用

と
し
て
、
50
万
8
千
円
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
市
が
最

大
60
％
（
原
則
と
し
て
１
人

30
万
円
ま
で
）
を
助
成
し
ま

す
。
ま
た
、
研
修
費
用
に
含

ま
れ
な
い
費
用
※
と
し
て
別

途
10
〜
15
万
円
程
度
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

※
研
修
費
用
に
含
ま
れ
な
い
費

用
の
例

　

パ
ス
ポ
ー
ト
印
紙
代
、
小
遣

い
、任
意
保
険
料
、燃
油
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
料
、
そ
の
他
（
渡

航
手
続
費
用
）
な
ど

▼
問
合
せ
先　

企
画
政
策
課　

企
画
係

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
１
１

住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
設
置
費
を
補
助
し
ま
す

 

生
活
環
境
課

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入

費
を
補
助
し
ま
す

 

生
活
環
境
課

ア
メ
リ
カ
西
海
岸
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

 

企
画
政
策
課

国民年金保険料は納付期限
までに納めましょう
　本年度の国民年金保険料は、月額

16,340 円です。保険料は、日本年金機構から送付
される納付書から、金融機関・郵便局・コンビニエ
ンスストアで納めることができます。また、クレジッ
トカードによる納付や口座振替などもあります。あ
わせて、保険料が割引きされる前納制度もあります。
　保険料を未納のまま放置すると、強制徴収の手続
きによって督促を行い、指定された期限までに納付
されない場合は、延滞金が発生し、納付義務のある
人（※）の財産を差し押さえることがあります。
　なお、所得が少ないなど保険料の納付が困難な場
合は、保険料が免除・猶予される制度がありますの
で、市役所の各窓口でご相談ください。
※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義
務を負う配偶者および世帯主です。
■保険料の納付が困難な学生は学生納付特例の手続
きを
学生については申請することで在学中の保険料
の納付が猶予される「学生納付特例制度」が設け
られています。本人の本年度分の所得が基準額以
下である人が対象です。
「学生納付特例」は、本市に住所がある人は市
役所の窓口で申請できます。個人番号が確認でき
る書類、印かん、学生証（写し可）または在学証
明書（原本）を、退職（失業）した人が申請を行
う場合は、退職（失業）したことを確認できる書
類（雇用保険受給者証、雇用保険被保険者離職票
等の写しなど）をご持参ください。
■問合せ・相談先
　本渡年金事務所　☎0969（24）2112
　健康づくり推進課国保事業係　☎0969（28）3375

年金で笑顔年年年年金金金ででで笑笑笑顔顔顔顔年金で笑顔年金で笑顔

市のデータ
人　　口 27,833人（‒ 45）
男　　性 13,200人（‒ 10）
女　　性 14,633人（‒ 35）
世 帯 数 11,750戸（‒   7）
市の面積 126.91㎢　
平成30年２月28日現在（　）は前月比

〈
有
料
広
告
〉

・新規会員募集　高齢者の健康づくりや生きがいづくりなどの社会参加を応援します。
・臨時職員募集　平成 30年 7月採用予定
●主な仕事内容・事務作業　エクセル、ワードの作業が出来る方
　募集の詳細は、シルバー人材センターのホームページをご覧ください。

■お問い合せ：（公社）上天草市シルバー人材センター　☎0964（59）2228
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information

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と
や

悩
み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

▼
委
嘱
発
令
日　

平
成
30
年
４

月
１
日

▼
氏
名
（
住
所
）

﹇
再
任
﹈

　

中
田
久
子
（
大
矢
野
町
中
）

　

野
田
敬
子
（
松
島
町
阿
村
）

﹇
新
規
﹈

村
田
一
安（
大
矢
野
町
維
和
）

　

田
口
元
次
（
松
島
町
内
野
河

内
）

▼
問
合
せ
先　

市
民
課
市
民
係

　

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
６
７

□
入
札
日
▼
工
事
（
委
託
）
名

①
工
事
（
委
託
）
場
所
②
契
約

者
③
契
約
者
住
所
④
契
約
金
額

⑤
工
事
（
委
託
）
期
間

□
２
月
13
日
入
札
分

▼
湯
島
小
中
学
校
屋
根
改
修
工
事

①
大
矢
野
町
湯
島
１
５
４
番
地

②（
株
）川
口
住
建
工
業
③
大
矢

野
町
④
５
４
５
万
９
４
０
０
円

⑤
２
月
〜
３
月

□
２
月
20
日
入
札
分

▼
愛
の
鐘
再
設
置
工
事

①
大
矢
野
町
中
９
７
７
番
地
１

②
浦
上
産
業
③
大
矢
野
町
④

１
６
３
万
８
０
０
円
⑤
２
月
〜

５
月

□
２
月
27
日
入
札
分

▼
千
巌
山
ト
イ
レ
建
設（
建
築
）

工
事

①
松
島
町
合
津
４
４
６
８

－

１

地
先
②（
有
）植
田
工
務
店
③
大

矢
野
町
④
２
２
１
９
万
４
千
円

⑤
３
月
〜
８
月

▼
千
巌
山
ト
イ
レ
建
設（
電
気

機
械
設
備
）工
事

①
松
島
町
合
津
４
４
６
８

－

１

地
先
②
キ
ム
ラ
デ
ン
キ
③
松
島

町
④
１
１
１
９
万
７
４
４
０
円

⑤
３
月
〜
８
月

□
３
月
６
日
入
札
分

▼
市
道
本
郷
堤
線
道
路
維
持
工
事

①
大
矢
野
町
登
立
〜
上
地
区
内

②（
有
）森
建
設
③
大
矢
野
町
④

１
５
０
万
１
２
０
０
円
⑤
３
月

〜
５
月

▼
千
巌
山
展
望
所
道
路
地
積
測

量
図
作
成
業
務
委
託

①
松
島
町
合
津
地
区
内
②（
有
）

ア
ロ
ー
ト
三　

上
天
草
営
業
所

③
姫
戸
町
④
１
３
３
万
９
２
０
０

円
⑤
３
月
〜
９
月

▼
問
合
せ
先　

監
理
課
契
約
検

査
係

　

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
３
３

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

市
内
の
福
祉
施
設（
南
風
苑
、

松
朗
園
、翔
洋
苑
、相
生
壮
、

き
ら
ら
の
里
）で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ビ
ス
を
し
た
人
を
紹
介
し

ま
す
。

○
ス
イ
ッ
チ
、ノ
ウ
ブ
ル
、タ
カ

シ
ス
タ
ジ
オ
、菓
子
工
房
ア
ロ
ー

ム
、龍
ヶ
岳
町
老
人
ク
ラ
ブ
洗

濯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
話
し
え
と
わ
〜
る
、木
下
と
も

子
、な
ご
み
、赤
星
千
里
、宗
家

藤
乃
流　

藤
乃
勢
浩
社
中
、坂

本
裕
生
、前
森
恵
子
、前
田
美
恵

子
、井
手
口
菊
代
、竹
田
末
香
、

西
山
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、龍
ヶ
岳
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、猪
口
信
子
、

さ
く
ら
コ
ー
ル

▼
日
時

○
６
月
７
日（
木
）９
時
〜
16
時

○
６
月
８
日（
金
）９
時
30
分
〜

15
時
40
分

▼
会
場　

天
草
広
域
連
合
消
防

本
部
（
天
草
市
）

▼
受
講
料　

３
８
０
０
円

※
受
付
期
間
終
了
後
に
受
講
者

へ
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

▼
定
員　

60
人

▼
申
込
書　

申
込
書
は
消
防
署

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
天

草
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

▼
受
付
期
間　

４
月
20
日（
金
）

〜
27
日（
金
）

▼
問
合
せ
先　

天
草
広
域
連
合

消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
９
６
９（
22
）３
３
０
５

　　

車
を
愛
し
、
社
会
秩
序
・
交

通
規
則
を
遵
守
す
る
昭
和
時
代

の
オ
ー
ル
ド
カ
ー
愛
好
家
が
県

内
外
か
ら
一
堂
に
集
結
し
ま
す
。

▼
日
時　

4
月
29
日（
日
）10
時

〜
15
時

▼
場
所　

JR
三
角
駅
前

▼
内
容　

オ
ー
ル
ド
カ
ー（
約

２
０
０
台
）や
は
た
ら
く
ク
ルマ

な
ど
の
展
示

▼
問
合
せ
先　

宇
城
市
商
工
会

三
角
支
所

　

☎
０
９
６
４（
52
）２
５
３
０

　
「
申
告
所
得
税・復
興
特
別
所

得
税
」「
消
費
税・地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）」の
納
税
は
、

金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら

引
き
落
と
し
と
な
る「
振
替
納

税
」が
大
変
便
利
で
す
。平
成
29

年
分
の
確
定
申
告
の
振
替
納
付

日
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

▼
申
告
所
得
税
・
復
興
特
別
所

得
税　

４
月
20
日（
金
）

▼
消
費
税
・
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
４
月
25
日
（
水
）

▼
問
合
せ
先　

天
草
税
務
署

　

☎
０
９
６
９（
22
）２
５
１
０

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
で
、健
康
相
談
が
必
要

な
人
を
対
象
に
、看
護
師
が
健

康
相
談
の
た
め
に
お
宅
を
訪
問

し
ま
す
。医
療
機
関
の
受
診
の

仕
方
や
日
常
生
活
で
の
健
康
管

理
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

健
康
づ
く
り
推

進
課　

国
保
事
業
係

　

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
５
４

▼
職
場
の
健
康
保
険
等
に
加
入

さ
れ
た
と
き

　
　

就
職
な
ど
に
よ
り
職
場
の

健
康
保
険
な
ど
に
加
入
さ
れ

た
と
き
に
は
、
14
日
以
内
に

市
役
所
各
庁
舎
な
ど
の
窓

口
へ
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
健
康
保
険
な
ど
の
加
入

日
（
就
職
日
な
ど
）
以
降

は
、
上
天
草
市
国
保
の
被
保

険
者
証
を
使
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
健
康
保
険
な
ど
の

加
入
日
以
降
に
、
国
保
で
医

療
機
関
を
受
診
さ
れ
た
場
合

に
は
、
後
日
、
医
療
費
を
請

求
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
届
出
に
必
要
な
も
の

　
　

新
し
く
加
入
さ
れ
た
健
康

保
険
の
被
保
険
者
証
、
国
保

の
被
保
険
者
証
、
印
か
ん
、

運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証

明
書
、
世
帯
主
の
人
と
手
続

き
が
必
要
な
人
の
個
人
番
号

の
記
載
が
あ
る
も
の
（
個
人

番
号
カ
ー
ド
や
個
人
番
号
通

知
カ
ー
ド
な
ど

▼
問
合
せ
先　

健
康
づ
く
り
推

進
課　

国
保
事
業
係

　

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
５
４

▼
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は

　

自
動
車
や
工
場
な
ど
か
ら
出

る
排
気
ガ
ス
な
ど
に
含
ま
れ

る
物
質
に
、
紫
外
線
が
当
た

る
と
、化
学
反
応
を
起
こ
し
、

発
生
す
る
「
光
化
学
オ
キ
シ

ダ
ン
ト
」
が
大
気
中
に
と
ど

ま
っ
た
状
態
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　
　

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の

濃
度
が
基
準
を
超
え
た
場

合
、「
光
化
学
注
意
報
」
が
発

令
さ
れ
ま
す
。
目
や
の
ど
を

痛
め
る
な
ど
、
健
康
へ
の
被

害
が
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
屋
外
で
の
活
動
を

や
め
、
な
る
べ
く
屋
内
に
入

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
発
生
時
期

　

４
〜
６
月
頃（
日
差
し
が
強

い
、高
気
温
、風
が
弱
い
日
が

発
生
し
や
す
い
）

▼
大
気
環
境
情
報
メ
ー
ル
に
ご

登
録
く
だ
さ
い

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
な

ど
の
発
令
情
報
を
メ
ー
ル
で

受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
メ
ー
ル
の
登
録
方
法
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
登
録
方
法
】

①sky@
123123.tv

に
空

メ
ー
ル
を
送
信
し
ま
す
。

②
自
動
的
に
返
信
さ
れ
て
く
る

メ
ー
ル
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
押
し
ま

す
。

③
「
本
登
録
画
面
へ
」
を
押
し

ま
す
。

④
登
録
画
面
が
表
示
さ
れ
た

ら
、
必
要
事
項
を
入
力
し
て
、

登
録
完
了
と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

県
環
境
保
全
課

　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
６
９

　

本
市
に
は
、
市
長
が
推
薦
し
、

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
人
権
擁

護
委
員
が
10
人
お
り
、
こ
の
度
、

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新

た
に
２
人
が
（
２
人
は
再
任
）

頑張ってます！地域の「かよいの場」 vol.10
かもみーる（龍ヶ岳町大道）

　「かもみーる」では、毎週金曜日午前９時30分から住久ハイツ１階で百歳体操、
いきいき体操、茶話会などが行われています。
　昨年２月から開始し、毎週約１０人が集まっています。開始から1年が経過し、
最初は会場まで車での送迎が必要だった人が今では杖のみで歩いて来られてい
ます。時には、杖も忘れて帰られるほど、筋力がアップしているそうです。また、「み
んなで集まっておしゃべりするのが楽しみ」という声が聞かれています。
　皆さんも、地域で介護予防の取組みをはじめてみませんか？
　詳しくは地域包括支援センター（☎ 0969-28-3378）へお問い合わせください。

地域包括支援センター
とは？
　地域包括支援センターは、高
齢者の皆さんが住み慣れた地域
で安心して暮らし続けられるよ

う、介護、福祉、保健、医療などさまざまな面から総合
的に支えるために設置されています。
　保健師・社会福祉士・主任ケアマネジャーなどが配置
され、介護予防ケアプランの作成やさまざまな相談に応
じたり、高齢者の権利を守る取り組みなどにより、高齢
者の生活を支える業務をしています。
　介護、福祉、保健、医療などの悩みや疑問、相談ごと
を一人で抱え込んでいませんか？上天草市地域包括支
援センターは市役所松島庁舎１階にあり、電話でも相談
を受け付けています。お気軽にご相談ください。

■問合せ先
　高齢者ふれあい課地域包括支援係 ☎0969（28）3378

地
包

括 タ

す

地
包

す

地
包

括 タ

す

こ は

地地地
包包

括括括括括括括 タタタタタタタ

すすすすす

ここ ははこん
にちはこん
にちは

善
意
に
感
謝（
敬
称
略
）

そ
の
他

国
税
だ
よ
り

 

税
務
課

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

 

市
民
課

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

皆
さ
ま
へ 

健
康
づ
く
り
推
進
課

就
職
さ
れ
る
人
へ
〜
国
民
健

康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

 

健
康
づ
く
り
推
進
課

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

 

生
活
環
境
課

入
札
情
報

 

監
理
課

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

オ
ー
ル
ド
ー
カ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
み
す
み
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後期高齢者医療被保険者の人へお知らせ

後期高齢者医療制度の対象となる人
・75歳以上の人（75歳の誕生日から自動的に加入）
・65歳から75歳未満の人で一定の障がいがある人（市に申請し、広域連合の認定を受けた日から加入）
※一定の障がいがある人とは、身体障害者手帳に記載された障がいの等級が１～３級および４級の一部の人などです。
※一定の障がいに該当する人の加入（障がいの認定の申請）は任意です。障がいの認定は、いつでも申請することができ、いつで
も撤回することができます。ただし、過去にさかのぼって申請、撤回することはできません。
※生活保護を受けている人および外国人の人で在留期間が３か月未満である人などは対象になりません。

平成 30・31年度の保険料率が決定しました 据え置き
・熊本県後期高齢者医療広域連合では２年毎の保険料率の見直しにより、次のとおり決定し
ました。

保険料額
（年額）

※上限額が年額 57 万円か
ら 62 万円へ変更となり
ます。

＝
均 等 割 額

（被保険者１人当たり）

47,900 円
＋

所 得 割 額
総所得金額等－ 33万円
　　　　　　（基礎控除）

×

所得割率  9.26％

平成 30年度は保険料の軽減内容が見直されます
　所得が低い人や被用者保険加入者（※）に扶養されていた人の保険料は、継続して軽減されますが、一
部軽減割合等が見直されます。
（※）被用者保険とは協会けんぽ、健保組合、共済組合などです。

◆保険料の均等割額の軽減≪ 5割・2割軽減対象者の拡大≫
世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等の合計額が
「基礎控除額（33 万円）」を超えない世帯で、被保険
者全員の年金収入の控除額をそれぞれ 80 万円として
計算したうえで所得が０円となる場合

⇨ 保険料の均等割額を９割軽減

「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯の場合 ⇨ 保険料の均等割額を 8.5 割軽減

「基礎控除額（33万円）」＋「27 万５千円×世帯の被
保険者数」を超えない世帯（拡大）の場合 ⇨ 保険料の均等割額を５割軽減

「基礎控除額（33万円）」＋「50 万円×世帯の被保険
者数」を超えない世帯（拡大）の場合 ⇨ 保険料の均等割額を２割軽減

＊均等割の軽減判定についての総所得金額などは、専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前になります。
　また、年金所得については 15万円を控除した額で判定します。
◆保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減≪２割軽減→軽減なしへ見直し≫
　被保険者の総所得金額などが
「基礎控除（33万円）」＋ 58万円　を超えない人の保険料所得割額

平成 29年度
２割軽減 ⇨ 平成 30年度

軽減なし
被用者保険加入者に扶養されていた人の軽減≪７割軽減→５割軽減へ見直し≫
平成 29年度
均等割額７割軽減
（所得割額はかかりません）

⇨
平成 30年度
均等割額５割軽減
（所得割額はかかりません）

対象となる人…資格を得た日の前日まで、被用者保険加入者に扶養されていた人
■問合せ先　健康づくり推進課国保事業係　☎0969（28）3375

所得が低い人の軽減

～上天草市公共施設等総合管理計画アクションプラン（案）～
　本市では、平成 28年度施行の上天草市公共施設等総合管理計画に基づき、現在保有する施設（建
築物のみ）全体の維持、改修などの発生時期を見通した上で、分野横断的な視点も踏まえながら、
施設ごとの今後の取組方針を決定し、施設のマネジメントを適切に管理・運営するための実施計画
となる「上天草市公共施設等総合管理計画アクションプラン」の策定を進めています。
　つきましては、策定を進めている上天草市公共施設等総合管理計画アクションプラン（案）を公
表し、市民の皆さまから広く意見を募集します。

■意見募集案件
　上天草市公共施設等総合管理計画アクショ
ンプラン（案）
■意見提出者の要件
　（１）　市内に在住・在勤または在学する人
　（２）　市内に事業所を有する個人および法人
　　　　または団体
■意見募集期限
　　５月１日（火）まで
■対象資料の閲覧・入手方法
　（１）　市ホームページ
　　　　（http://www.city.kamiamaku
　　　　　sa.kumamoto.jp）
　（２）　大矢野庁舎１階ロビー、松島庁舎１階
　　　　ロビー、姫戸・龍ヶ岳統括支所（窓口）
■意見の提出方法
　市ホームページに掲載の意見提出用紙また
は閲覧場所に備え付けの意見提出用紙を用い
て、次のいずれかの方法で提出してください。
　（１）　電子メール
　　　　kanri@city.kamiamakusa.lg.jp

　（２）　ファックス　0964-56-4936
　（３）　郵送
　　　　〒 869-3692
　　　　上天草市大矢野町上 1514 番地
　　　　上天草市役所監理課公共施設マネジメ
　　　　ント係
　（４）　持参
　　　　大矢野庁舎１階ロビー、松島庁舎１階
　　　　ロビー、姫戸・龍ヶ岳統括支所（窓口）
■意見の取扱い　
　提出があった意見などの要旨については、
後日、市の考え方を示し、市のホームページ
などにより公表することとし、その際は、意
見者の住所、氏名などの個人情報を除く意見
の内容を公開しますので、ご了承ください。
※意見に対する個別の回答は行いません。

■問合せ先
　監理課公共施設マネジメント係
　☎0964（26）5547

パブリック・コメント募集

～農業委員会から総会日程のお知らせ～
■　平成３０年度農業委員会の総会を次の日程（予定）で開催します。

名　　　称 総会開催日 議案締切日
第 １ 回総会 平成３０年　４月１０日（火曜日） 平成３０年　３月２０日（火曜日）
第 ２ 回総会 平成３０年　５月１０日（木曜日） 平成３０年　４月２０日（金曜日）
第 ３ 回総会 平成３０年　６月１２日（火曜日） 平成３０年　５月１８日（金曜日）
第 ４ 回総会 平成３０年　７月１０日（火曜日） 平成３０年　６月２０日（水曜日）
第 ５ 回総会 平成３０年　８月１０日（金曜日） 平成３０年　７月２０日（金曜日）
第 ６ 回総会 平成３０年　９月１１日（火曜日） 平成３０年　８月２０日（月曜日）
第 ７ 回総会 平成３０年１０月１０日（水曜日） 平成３０年　９月２０日（木曜日）
第 ８ 回総会 平成３０年１１月１３日（火曜日） 平成３０年１０月１９日（金曜日）
第 ９ 回総会 平成３０年１２月１１日（火曜日） 平成３０年１１月２０日（火曜日）
第１0回総会 平成３１年　１月１０日（木曜日） 平成３０年１２月１７日（月曜日）
第１1回総会 平成３１年　２月１３日（水曜日） 平成３１年　１月１８日（金曜日）
第１2回総会 平成３１年　３月１２日（火曜日） 平成３１年　２月２０日（水曜日）

※総会の日程は変更する場合がありますので農業委員会事務局へご確認ください。
■問合せ先　農業委員会事務局　☎０９６４（２６）５５３０
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犬の新規登録と狂犬病予防注射を実施します

犬・猫の避妊去勢手術費を補助します

　生後91日以上の犬の飼い主には、犬を飼い始めた日から30日以内の登録（犬の生涯に一度）と毎
年の狂犬病予防注射が義務付けられています。必ず登録し、狂犬病予防注射を受けましょう。個別に
病院で注射を受ける場合は、注射を受けた際に病院から発行される「狂犬病予防注射済証」を持参の
うえ、生活環境課（大矢野庁舎）、市民課(松島庁舎)、姫戸・龍ヶ岳各統括支所にて必ず届出を行っ
てください。
　犬の新規登録および狂犬病予防注射済票の交付などの業務については、随時受け付けておりますの
で、ご不明な点などございましたらお問い合わせください。
■料金　3,100円
　(狂犬病予防注射料2,600円、注射済票交付手数料500円)
　※新規登録の場合は6,100円(上記金額に登録料3,000円を加算)
■狂犬病予防注射日程表
月日 地区 時　間 場　所 月日 地区 時　間 場　所

５月９日
（水曜日）

龍
ヶ
岳
町

大
道

09：00～09：20 大道出張所横駐車場

５月22日
（火曜日）

大
矢
野
町
上

09：00～09：20 江樋戸港駐車場（江樋戸郵便局そば）
09：30～09：40 民俗資料館前 09：30～09：40 上公民館前

高
戸

09：50～10：05 龍ヶ岳統括支所前 09：50～10：00 馬場公民館前
10：15～10：30 東風留集会所前 10：10～10：20 田端公民館前

樋島 10：45～11：05 樋島老人福祉センター駐車場 10：30～10：40 賤の女公民館前

姫
戸
町

二間戸 11：25～11：45 二間戸団地集会所前 10：50～11：00 串公民館前

姫
浦

13：00～13：15 旧姫戸統括支所 11：10～11：25 大手原バス停前
13：25～13：40 姫戸統括支所 11：35～11：50 鳩の釜消防倉庫前
13：50～14：00 牟田公民館前 12：00～12：10 市役所大矢野庁舎駐車場

５月17日
（木曜日）

松
島
町

阿
村

09：00～09：20 阿村第１公民館前

５月23日
（水曜日）

大
矢
野
町

登
立

09：00～09：20 登立バス停前（田中運送前）
09：30～09：40 阿村出張所前 09：30～09：40 双原香取神社前
09：50～10：00 阿村第６公民館前 09：50～10：00 船江公民館前

合
津

10：10～10：25 11支部公民館前 10：10～10：20 岩谷・岩谷商店前
10：35～10：45 合津港駐車場（ヘアーステーションモトセ前） 10：30～10：40 白涛えびす屋前
10：55～11：05 旧竜宮荘社員寮跡地 10：50～11：00 成合津坂田ハイツ前
11：15～11：35 樋合漁協前 11：10～11：25 本郷札の木バス停前

５月18日
（金曜日）

松
島
町

教
良
木
・
内
野
河
内

09：00～09：10 大平公民館前 13：00～13：10 尾越崎公民館前
09：20～09：30 山浦公民館前 13：20～13：30 四郎丸公民館前
09：40～09：50 JAあまくさ教良木支所裏 13：40～13：55 大潟公民館前
10：00～10：10 野々川公民館前 14：05～14：15 治郎田公民館前
10：20～10：30 内野河内集会所前

５月24日
（木曜日）

大
矢
野
町
中

09：00～09：15 宮津神社前
10：40～10：50 後山バス停付近 09：25～09：40 大矢野中学校プール横
11：00～11：10 永野様宅前 09：50～10：00 中北小学校正門前

今
泉

11：20～11：30 知十公民館前 10：10～10：20 野米公民館前
11：40～11：50 ３支部公民館前 10：30～10：40 貝場消防倉庫前
13：00～13：10 １・２支部公民館前 10：50～11：00 前平公民館前

合
津

13：20～13：35 ６支部公民館前 11：10～11：20 中公民館前
13：45～13：55 旧保健センター跡地（ゲートボール場付近） 11：30～11：40 江後公民館前
14：05～14：20 ５支部公民館前 13：00～13：10 瀬高公民館前

５月21日
（月曜日）

大
矢
野
町

湯島 10：40～11：00 湯島港待合所前 13：20～13：30 満越公民館前

維
和

14：00～14：10 下山公民館前 13：40～13：55 新開公民館前
14：20～14：30 千束会館前 14：05～14：20 柳港広場
14：40～14：50 維和出張所前
15：00～15：10 梅の木神社前
15：20～15：30 蔵々公民館前

※犬に異常が見られる場合は、獣医師の判断により注射を取り止める場合がありますので、その際は
ご了承ください。
※自然災害などにより注射を実施することができない場合は、別途、防災無線にてお知らせします。

■問合せ先　生活環境課環境衛生係　☎0964（26）5524

　犬・猫の無秩序な繁殖を抑制することで、周囲に対する危害、迷惑を防止し、動物の愛護および管理につ
いての意識の高揚を図るために、犬・猫の避妊去勢手術費に対し手術費用の一部を補助します。
■申請受付
　先着順で受け付けます
■補助金額
　手術費用の２分の１で、１万円を限度（１世帯当た
り１回まで）
■補助対象者
　○市内に住所を有し、かつ、居住している人
○手術を受ける犬（犬は本市へ登録しているか
申請年度またはその前年度に狂犬病予防注
射を受けている犬に限る）または、猫を市内で
飼っている人

　○迷走防止対策などの犬・猫の適正な飼養管理
　　ができる人

　○飼養管理状況についての立入検査などに協力
　　できる人
　○市税などの滞納がない人
■申請方法
　手術前に、次のものを持参し
て、生活環境課、市民課、姫戸・
龍ヶ岳各統括支所にて申請を
行ってください。
　○印かん
　○未納がない証明書（各庁舎などの窓口で取得
できます。）
■問合せ先　生活環境課環境衛生係
　　　　　　☎0964（26）5524 

平成30年度上天草市まちづくり事業を募集します
　市では、地域の活性化に向けて、地域団体などが行う、自らが地域の課題の解決に向けた取組方法を考え、
それを実行する「自助自立のまちづくり」に資する事業を募集します。
■募集期間　５月１日（火）～５月31日（木）
■対象事業
　平成30年度の予算の範囲内で、当該年度内に完了可能な次の事業に対して助成を行います。
（１）　団体などが持続可能な活動で、地域住民などに波及効果があるまちづくり事業に係る事業計画書
（まちづくり計画）の策定およびそのための調査研究事業

（２）　まちづくり計画に基づくハード事業
　　※　事業費の２分の１以上をクラウドファンディングで資金調達することが条件。
（３）　まちづくり計画に基づくソフト事業
（４）　地域のまちづくりの推進に助言を与えるアドバイザーの招へいなど人材育成に関する事業
■助成対象者
（１）　地域の活力の維持・活性化に向けた取組みを行う地域団体
（２）　一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人、公益財団法人お
　よび特定非営利活動法人または商工会。

■応募方法
　応募される場合は、事業の説明および申請に必要な書類などをお渡
ししますので、市役所企画政策課までお問い合わせください。
※　詳細については、市のホームページでもご覧いただけます。

■問合せ先　企画政策課　企画係　☎0964(26)5511

　　　まちづくり実践発表会　＆　まちづくり事業説明会を地域おこし協力隊活動報告会　　　開催します
　平成29年度にまちづくり事業に取り組んだ団体
と本市で活動している地域おこし協力隊員が活動
内容の報告およびその成果の発表を行います。併
せて、平成30年度まちづくり事業について、事業
説明会を実施しますので、まちづくり事業を活用
してまちづくりを検討している団体の皆さまは是
非ご参加ください。

■日時　５月11日（金）午後２時～
■場所　市役所大矢野庁舎書庫棟２階会議室
■内容　○　まちづくり実践発表
　　　　〇　地域おこし協力隊活動報告
　　　　○　平成30年度まちづくり事業の説明
■問合せ先
　企画政策課　企画係　☎0964(26)5511
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「大きな作品への魅力」
　「紹介したい人がいる」。天然房もっぱん（大矢野町）
の店主から一本の電話が入りました。駆けつけてみると、
パンの香りに包まれた店内に、大小さまざまな陶芸品
がずらりと並んでいました。その陶芸品を作っている
のは赤星洋代さん。陶芸との出会いは30歳の頃、友人
から誘われた生涯学習だそうです。赤星さんは、大き
な作品は体力が必要で諦めていましたが、師事してい
る陶芸家の先生の指導により、大きな作品を作り上げ
る喜びを知り、その虜に。平成23年にはその大きな作
品が評価され、第66回熊本県美展で県美大賞を受賞し、
その後も数々の賞を受賞しています。「夫や友人の助け
で今の私がある」と作品を見つめる赤星さん。今後は
熊本市で活動をされるとのことです。

赤星　洋代さん（54）大矢野町出身

「かみあまくさの人」を募集します
　新しいことに挑戦している人、伝統を受け継いでいる人など、上天草市で頑張っている人を募集します。
本市にゆかりのある人であれば自薦・他薦問いません。詳しくは総務課までお問い合わせください。

■問合せ先　総務課秘書広報係☎0964(26)5525

※天然房もっぱんでの展示は4月1日で終了しています。
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涯

学
習
係
長　

水
田　

一
（
財
政

課
）

▼
主
幹
級　

▽
企
画
政
策
課
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
兼
架

橋
建
設
構
想
推
進
室　

碇　

憲

樹
（
企
画
政
策
課
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
推
進
室
）
▽
都
市
整
備

課　

渡
辺
秀
樹
（
市
民
課
）
▽

生
活
環
境
課　

浮
嶌
信
五
（
税

務
課
）
▽
税
務
課　

坂
口
美
也

子
（
会
計
課
）
▽
市
民
課
兼
総

務
企
画
部
危
機
管
理
情
報
課　

嶽
本
欣
也
（
高
齢
者
ふ
れ
あ
い

市
組
織
変
更
・
職
員
人
事
異
動

 

総
務
課

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
上
天
草
市
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
、

元
田
有
祈
で
す
。

　

昨
年
か
ら
ご
覧
頂
い
て
る
方
も
た
ま

た
ま
ご
覧
頂
い
た
方
も
、
ぜ
ひ
こ
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
記
事
を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
!!

　

さ
て
、
私
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
の
今
年
度
の
新
た
な
挑
戦
と
し
て
、

1
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
複
数
の
方
よ

り
お
貸
し
い
た
だ
き
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
賜
り
な
が
ら
水
稲
（
コ
シ
ヒ

カ
リ
）
栽
培
に
取
り
組
み
ま
す
。
教
良

木
に
来
て
は
や
１
年
が
経
ち
、
満
開
の

桜
を
愛
で
つ
つ
田
植
え
機
に
乗
り
、
４

月
３
日
に
は
全
て
植
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
、

水
稲
栽
培
の
研
究

と
米
の
収
益
向
上

の
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
は
畦あ

ぜ

か
ら
の

漏
水
を
止
め
る
こ

と
で
す
が
、
夢
は
大
き
く
頑
張
っ
て
行

き
ま
す
!!

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
熊
本
県
と
地
域
の

農
事
組
合
法
人
の
協
力
に
よ
り
、
教
良

木
の
土
壌
に
合
う
と
見
込
ま
れ
る
湿
地

性
カ
ラ
ー
の
栽
培
調
査
研
究
も
併
せ
て

行
っ
て
い
く
計
画
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
経
過
に
つ
い
て
も
、
広

報
上
天
草
で
ぜ
ひ
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く

だ
さ
い
!!

　

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
市

民
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な

り
な
が
ら
１
年
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
年
度
も
気
軽
に
お
声
が

け
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

す
す
め
！

上
天
草
市
で
活
躍
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
コ
ー
ナ
ー
。

日
々
の
活
動
や
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す
。

Vol：13

元
もとだ

田有
ゆう き

祈さん
（松島町教良木）
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課
）
▽
福
祉
課　

山
﨑
美
代

子
（
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課
）
▽

健
康
づ
く
り
推
進
課　

山
本
洋

治（
天
草
広
域
連
合
派
遣
終
了
）

▽
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課　

中
路

恭
子
（
生
活
環
境
課
）
▽
学
務

課　

奥
田
香
織
（
熊
本
県
教
育

委
員
会
か
ら
）

▼
参
事
級　

▽
総
務
課　

西
釜

裕
也
（
社
会
教
育
課
）
▽
財
政

課　

吉
野　

誠（
都
市
整
備
課
）

▽
企
画
政
策
課
地
方
創
生
推
進

室　

四
丸
雄
介
（
観
光
お
も
て

な
し
課
）
▽
企
画
政
策
課
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
兼
架
橋

建
設
構
想
推
進
室　

山
﨑
司
誠

（
税
務
課
）
▽
危
機
管
理
情
報

課　

松
山
浩
利
（
総
務
課
危
機

管
理
防
災
室
）
▽
危
機
管
理
情

報
課　

坂
本
正
宏
（
福
祉
課
）

▽
産
業
政
策
課　

鶴
田
伸
二

（
熊
本
県
派
遣
終
了
）
▽
建
設

課　

竹
中
義
和
（
熊
本
県
派
遣

終
了
）
▽
建
設
課　

桑
田　

桂

（
農
林
水
産
課
）
▽
都
市
整
備

課　

西　

聖
志
（
税
務
課
）
▽

税
務
課　

柿
原
利
彦（
福
祉
課
）

▽
税
務
課　

中
松
大
喜
（
総
務

課
情
報
推
進
室
）
▽
税
務
課　

永
田
秀
明
（
監
理
課
）
▽
福
祉

課　

本
多
孝
行
（
観
光
お
も
て

な
し
課
）
▽
福
祉
課　

釜
田
雅

弘
（
税
務
課
）
▽
高
齢
者
ふ
れ

あ
い
課　

山
城
教
潤（
総
務
課
）

▽
社
会
教
育
課　

橋
本
進
之
介

（
企
画
政
策
課
地
方
創
生
推
進

室
）▽
水
道
局　

川
端　

彰（
都

市
整
備
課
）
▽
水
道
局　

佐
藤

哲
朗
（
農
林
水
産
課
）
▽
議
会

事
務
局　

倉
橋
大
樹
（
健
康
づ

く
り
推
進
課
）
▽
市
民
課　

舛

本
伸
弘
（
再
任
用
）
▽
市
民
課

阿
村
出
張
所　

鬼
塚
明
彦
（
再

任
用
）
▽
市
民
課
教
良
木
河
内

出
張
所　

福
丸　

功（
再
任
用
）

▽
龍
ヶ
岳
統
括
支
所
樋
島
出
張

所　

山
口
一
志
（
再
任
用
）
▽

龍
ヶ
岳
統
括
支
所
大
道
出
張
所

　

森
口
真
喜
男
（
再
任
用
）
▽

水
道
局　

藤
本
孝
信（
再
任
用
）

▼
主
事
級　

▽
総
務
課　

木
島

有
梨
（
生
活
環
境
課
）
▽
総
務

課　

平
川
真
有
（
新
規
採
用
）

▽
企
画
政
策
課
地
方
創
生
推
進

室　

松
田
俊
太
朗（
新
規
採
用
）

▽
監
理
課　

焼
尾
映
彦
（
総
務

課
付
）
▽
監
理
課　

塚
本
悠

太
（
益
城
町
派
遣
終
了
）
▽
監

理
課　

吉
永
佳
奈
子
（
新
規
採

用
）
▽
危
機
管
理
情
報
課　

大

津　

智
（
総
務
課
危
機
管
理
防

災
室
）
▽
危
機
管
理
情
報
課　

直
理
卓
也
（
総
務
課
情
報
推
進

室
）
▽
危
機
管
理
情
報
課　

松

本
莉
歩
（
新
規
採
用
）
▽
農
林

水
産
課　

長
田
大
亮
（
建
設

課
）
▽
農
林
水
産
課　

西
岡
功

一
（
建
設
課
）
▽
農
林
水
産
課

　

嶋
田
智
仁
（
新
規
採
用
）
▽

観
光
お
も
て
な
し
課　

赤
星
健

太
郎
（
新
規
採
用
）
▽
産
業
政

策
課　

續　

大
和（
新
規
採
用
）

▽
建
設
課　

西
川　

翔
（
新
規

採
用
）
▽
生
活
環
境
課　

糀
本

智
文
（
水
道
局
）
▽
生
活
環
境

課　

戸
田
裕
士
（
新
規
採
用
）

▽
税
務
課　

水
野
愛
子
（
総
務

課
）▽
税
務
課　

登
尾
春
樹（
新

規
採
用
）
▽
龍
ヶ
岳
統
括
支
所

　

松
林　

徹
（
税
務
課
）
▽
福

祉
課　

梅
本
祐
矢
（
産
業
政
策

課
）▽
福
祉
課　

若
杉　

怜（
高

齢
者
ふ
れ
あ
い
課
）
▽
福
祉
課

　

釜
元
優
一
（
水
道
局
）
▽
福

祉
課　

元
梅
瑠
花（
新
規
採
用
）

▽
健
康
づ
く
り
推
進
課　

中
村

莉
佐
（
総
務
課
）
▽
健
康
づ
く

り
推
進
課　

前
田
梨
沙
（
新
規

採
用
）
▽
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

満
井
楓
子
（
新
規
採
用
）
▽

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課　

白
川
淑

恵
（
健
康
づ
く
り
推
進
課
）
▽

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課　

井
副
加

奈
子
（
新
規
採
用
）
▽
学
務
課

　

壽
永
康
人
（
社
会
教
育
課
）

▽
学
務
課　

一
浦
康
葉
（
新
規

採
用
）
▽
社
会
教
育
課　

植
田

帆
南
（
福
祉
課
）
▽
会
計
課　

水
野
有
香
（
税
務
課
）
▽
水
道

局　

小
西
優
輝
（
新
規
採
用
）

▼
保
育
園　

▽
大
道
保
育
園
兼

教
良
木
保
育
園
長　

切
通
洋
子

（
大
道
保
育
園
長
）
▽
教
良
木

保
育
園　

秋
月
克
敏
（
樋
島
保

育
園
）
▽
教
良
木
保
育
園　

西

村
久
美
枝
（
再
任
用
）

▼
学
校
（
学
務
課
）　

▽
上
小

学
校　

倉
橋
良
子
（
松
島
中
学

校
）
▽
上
小
学
校　

小
林
里

香
（
維
和
小
学
校
）
▽
中
南
小

学
校　

岩
本
浩
美
（
阿
村
小
学

校
）
▽
維
和
小
学
校　

鬼
塚
和

代
（
上
小
学
校
）
▽
今
津
小
学

校　

渡
辺
園
世
（
教
良
木
小
学

校
）
▽
阿
村
小
学
校　

西
村
優

一
（
中
南
小
学
校
）
▽
松
島
中

学
校　

平
田
小
百
合
（
上
小
学

校
）

▼
派
遣
・
出
向　

▽
熊
本
県　

木
本
臣
英
（
議
会
事
務
局
）
▽

熊
本
県　

山
口　

駿
（
社
会
教

育
課
）
▽
天
草
広
域
連
合　

鍬

釣　

仁
（
企
画
政
策
課
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
）

▼
派
遣
終
了　

▽
熊
本
県　

中

村
勝
正
（
企
画
政
策
課
長
）
▽

熊
本
県　

國
友
耕
太
郎
（
湯
島

へ
き
地
診
療
所
長
）

■
３
月
31
日
付
け
退
職

▽
村
川
和
敬（
経
済
振
興
部
長
）

▽
藤
島
幸
治
（
建
設
部
長
）
▽

舛
本
伸
弘
（
市
民
生
活
部
長
）

▽
松
本
智
（
税
務
課
長
）
▽
中

田
清
治
（
社
会
教
育
課
長
）
▽

勇　

光
也（
姫
戸
統
括
支
所
長
）

▽
森
口
真
喜
男
（
龍
ヶ
岳
統
括

支
所
長
）
▽
小
西
貴
美
子
（
教

良
木
保
育
園
長
）
▽
松
原
繁
行

（
福
祉
課
長
補
佐
）
▽
杉
田
ひ

と
み
（
健
康
づ
く
り
推
進
課
国

保
事
業
係
長
）▽
山
口
一
志（
生

活
環
境
課
）
▽
赤
星
博
英
（
健

康
づ
く
り
推
進
課
）
▽
佐
々
木

幸
子
（
龍
ヶ
岳
統
括
支
所
）
▽

寺
美
有
希
（
福
祉
課
）
▽
藤
本

孝
信
（
水
道
局
）
▽
西
村
久
美

枝
（
教
良
木
保
育
園
）
▽
谷
本

稜
太
（
教
良
木
保
育
園
）
▽
渕

上　

大
（
福
祉
課
）
▽
福
田
直

理
（
学
務
課
指
導
主
事
）（
熊

本
県
教
育
委
員
会
へ
）

■
問
合
せ
先　

総
務
課
人
事
係

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
２
７

NEW FACE 平成 30年度　市役所新規採用職員紹介

笑顔を大切に
して、頑張り
ます。

信頼される保
健師になれる
よう頑張りま
す。

信 頼される
職員になれる
よう頑張りま
す。

笑顔で頑張り
ます。よろし
くお願いしま
す。

一生懸命頑張
ります。よろし
くお願いしま
す。

市民の皆さま
の為に精一杯
頑張ります。

自分の明るさ
と元気で盛り
上げていきま
す。

頼られる立派
な職員になり
ます。

平
ひらかわ

川　真
ま ゆ

有
趣味：弓道、読書

満
みつい

井　楓
ふうこ

子
趣味：スポーツ観戦

松
まつだ

田　俊
しゅんたろう

太朗
趣味：サッカー、釣り

井
いぞい

副　加
か な こ

奈子
趣味：スポーツ観戦

吉
よしなが

永　佳
か な こ

奈子
趣味：スポーツ観戦

一
いちうら

浦　康
やす は

葉
趣味：お菓子作り

松
まつもと

本　莉
り ほ

歩
趣味：バスケットボール

小
こにし

西　優
ゆうき

輝
趣味：バスケットボール、
　　　読書

総　務　課

健康づくり推進課

企画政策課

高齢者ふれあい課

監　理　課

学　務　課

危機管理情報課

水　道　局

明るく、精一
杯頑張ります！

市に貢献でき
るように全力
で頑張ります。

何事にも全力
で取り組みま
す。

皆さんの力に
なれるよう頑
 張ります！

嶋
しまだ

田　智
ともひと

仁
趣味：ソフトテニス

赤
あかほし

星　健
けんたろう

太郎
趣味：旅行、写真

續
つづき

　大
やま と

和
趣味：バスケットボール

西
にしかわ

川　翔
しょう

趣味：ゴルフ

農林水産課 観光おもてなし課 産業政策課 建　設　課

市がより盛り
上がるように
頑張ります。

市のために一
生懸命頑張り
ます。

お役に立てる
ような職員を
目指します。

市民の皆さま
に寄り添える
保健師になり
ます！

戸
と だ

田　裕
ゆうし

士
趣味：釣り、料理、
　　　トレーニング

登
のぼりお

尾　春
はる き

樹
趣味：音楽鑑賞

元
もとうめ

梅　瑠
る か

花
趣味：読書

前
まえだ

田　梨
り さ

沙
趣味：映画鑑賞、旅行

生活環境課 税　務　課 福　祉　課 健康づくり推進課



▼
今
年
度
も
引
続
き
広
報
紙
の
担
当
と
な
り

ま
し
た
。
昨
年
よ
り
も
愛
さ
れ
る
広
報
紙
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
取
材
な
ど
の

ご
協
力
を
引
続
き
お
願
い
し
ま
す
☆
ま
た
、

広
報
紙
に
掲
載
し
て
欲
し
い
情
報
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
飛
ん
で
か
け

つ
け
ま
す
♪
（
Ａ
）

▼
先
日
、
新
規
採
用
職
員
の
研
修
で
「
市
勢
」

に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。
初
々
し
い
職
員

の
姿
を
見
て
い
た
ら
、
自
分
も
な
ん
だ
か
初

心
に
返
れ
た
気
分
に
な
れ
ま
し
た
が
…
。
私

の
採
用
年
度
が
平
成
10
年
度
な
の
で
、
丸
20

年
も
ち
が
う
や
〜
ん
て
、
秒
で
我
に
返
り
ま

し
た
ｗ
広
報
担
当
2
年
目
突
入
。「
初
心
わ
す

れ
べ
か
ら
ず
」
で
頑
張
り
ま
す
の
で
、
今
年

度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す　

 

（
Ｊ
）

春
、は
ば
た
き
の
時
。

　

３
月
、
市
内
の
小
中
学
校
、
上
天
草
高
校
、
上
天
草

看
護
専
門
学
校
で
卒
業
式
が
あ
り
、
多
く
の
児
童
・
生

徒
が
卒
業
し
ま
し
た
。
龍
ヶ
岳
小
学
校
で
は
、
21
人
の

児
童
が
在
校
生
の
贈
る
言
葉
や
た
く
さ
ん
花
に
見
送
ら

れ
、
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

① ②

③ ④ ⑤

①上天草看護専門学校
②、⑤龍ヶ岳小学校
③上天草高校
④阿村中学校

大矢野町

瀬﨑　いち乃
の

ちゃん
平成25年7月19日生まれ

瀬﨑　にち葉
は

ちゃん
平成29年1月6日生まれ

♠パパ　瀬﨑　勇太さん
♥ママ　　　　里沙さん

♣保護者から
友達を大切に、思いやりの
ある人間になってね 


